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大
地
の
芸
術
祭
作
品
鑑
賞

　
　
　
　
　

バ
ス
ツ
ア
ー
情
報

大
地
の
芸
術
祭
③

い
よ
い
よ
こ
の
夏
開
幕
！

　
今
回
の
芸
術
祭
は
、
既
存
の
恒
久
作
品

に
約
２
０
０
の
新
作
品
が
加
わ
り
、
３
５

０
以
上
の
作
品
が
展
開
さ
れ
る
予
定
で

す
。
こ
れ
だ
け
の
作
品
を
自
力
で
全
部
回

る
の
は
と
て
も
大
変
で
す
。
そ
こ
で
、
今

回
の
会
期
中
も
地
元
の
バ
ス
会
社
が
バ
ス

ツ
ア
ー
を
企
画
し
、
運
行
し
ま
す
。
バ
ス

ツ
ア
ー
に
は
、
こ
へ
び
隊
が
作
品
ガ
イ
ド

と
し
て
同
乗
す
る
の
で
、
よ
り
一
層
作
品

を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。
市
民
の
皆

さ
ん
も
バ
ス
ツ
ア
ー
を
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

●
北
回
り
コ
ー
ス
①

　
廃
校
利
用
作
品
や
「
光
の
館
」
を
巡
る

コ
ー
ス
。
昼
食
は
「
う
ぶ
す
な
の
家
」
周

辺
で
す
。

（
運
行
日
）
芸
術
祭
会
期
中
の
奇
数
日
と

土
・
日
曜
日

（
行
程
）
十
日
町
駅
西
口
午
前
10
時
15
分

発
、
向
井
山
朋
子｢

Ｗ
ａ
ｓ
ｔ
ｅ
ｄ｣

（
旧

飛
渡
第
二
小
学
校
）、
京
都
精
華
大
学｢

枯

木
又
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト｣

（
旧
枯
木
又
分
校
）、

｢

胞
衣 

み
し
ゃ
ぐ
ち｣

（
願
入
）、【
昼
食
】

｢

う
ぶ
す
な
の
家｣

周
辺
（
願
入
）、
丹
下

公
仁｢

妻
有
の
杜｣

ほ
か
（
旧
東
下
組
小
学

校
）、｢

光
の
館｣

、
ミ
ュ
ー
ト
ス｢

響
き
合

う
風
景｣

ほ
か
（
ナ
カ
ゴ
グ
リ
ー
ン
パ
ー

ク
）、｢

克
雪
ダ
イ
ナ
モ
・
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト｣

（
旧
仙
田
小
学
校
）、
伊
藤
庭
花

｢

は
な
の
棲
む
家｣

（
大
白
倉
）
な
ど
、
十

日
町
駅
西
口
午
後
６
時
着

　●
北
回
り
コ
ー
ス
②

　「
絵
本
と
木
の
実
の
美
術
館
」
や
、
ギ

ャ
ラ
リ
ー
が
集
合
し
た
「
福
武
ハ
ウ
ス
」

な
ど
を
巡
り
ま
す
。
昼
食
は
「
農
舞
台
」

で
す
。

（
運
行
日
）
芸
術
祭
会
期
中
の
偶
数
日
と

土
・
日
曜
日

（
行
程
）
十
日
町
駅
西
口
午
前
10
時
15
分

発
、
ア
ン
ト
ニ
ー･

ゴ
ー
ム
リ
ー｢
も
う

ひ
と
つ
の
特
異
点｣

（
二
ツ
屋
）、
田
島

征
三｢

絵
本
と
木
の
実
の
美
術
館｣

（
旧

真
田
小
学
校
）、｢

福
武
ハ
ウ
ス
２
０
０

９｣

（
旧
名
ヶ
山
小
学
校
）
ほ
か
、【
昼

食
】｢

ま
つ
だ
い
農
舞
台｣

、
内
田
あ
ぐ

り
＋
内
田
亜
里
＋
武
蔵
野
美
術
大
学
日

本
画
専
攻
内
田
ゼ
ミ
「
Ｏ
Ｕ
Ｒ
　
Ｈ

Ｏ
Ｍ
Ｅ

｜

私
た
ち
の
家
」（
田
野
倉
）、

｢

Ｂ
ａ
ｎ
ｋ
Ａ
Ｒ
Ｔ
妻
有｣

、
ク
ロ
ー
ド･

レ
ヴ
ェ
ッ
ク｢

静
寂
あ
る
い
は
喧
騒
の
中

で｣

（
桐
山
）
な
ど
、
十
日
町
駅
西
口
午

後
６
時
着

●
南
回
り
コ
ー
ス
①

　
マ
ウ
ン
テ
ン
パ
ー
ク
か
ら
の
景
色
は
必

見
で
す
。
清
津
峡
ト
ン
ネ
ル
内
に
も
作
品

を
設
置
し
ま
す
。

（
運
行
日
）
芸
術
祭
会
期
中
の
奇
数
日
と

土
・
日
曜
日

（
行
程
）
十
日
町
駅
西
口
午
前
10
時
15
分

発
、
ジ
ャ
ネ
ッ
ト･

カ
ー
デ
ィ
フ
＆
ジ
ョ

ー
ジ
・
ビ
ュ
レ
ス･

ミ
ラ
ー｢

ス
ト
ー
ム･

ハ
ウ
ス｣

（
土
市
2
）、
東
京
電
機
大
学
山

本
空
間
デ
ザ
イ
ン
研
究
室
＋
共
立
女
子
大

学
堀
ゼ
ミ
「
う
つ
す
い
え
」（
小
出
）、【
昼

食
】「
ド
ラ
イ
ブ
イ
ン
お
も
や
」、
富
山
妙

子｢

ア
ジ
ア
を
抱
い
て
―
富
山
妙
子
の
全

仕
事
展
１
９
５
０
〜
２
０
０
９｣

（
旧
清

津
峡
小
学
校
）、｢

ポ
チ
ョ
ム
キ
ン｣

（
倉

俣
）、｢

北
東
ア
ジ
ア
芸
術
村｣

（
津
南
町

上
野
、マ
ウ
ン
テ
ン
パ
ー
ク
津
南
）
な
ど
、

十
日
町
駅
西
口
午
後
６
時
着

●
南
回
り
コ
ー
ス
②

　
星
峠
の
作
品
を
は
じ
め
、
第
３
回
か
ら

の
人
気
作
品
も
回
る
コ
ー
ス
。昼
食
は「
森

の
学
校
キ
ョ
ロ
ロ
」
で
す
。

（
運
行
日
）
芸
術
祭
会
期
中
の
偶
数
日
と

土
・
日
曜
日

（
行
程
）
十
日
町
駅
西
口
午
前
10
時
15
分

発
、｢

繭
の
家｣

、
Ｆ
の
会｢

蓬
平
い
け
ば

な
の
家｣

（
蓬
平
）、
鞍
掛
純
一
・
日
本
大

学
芸
術
学
部
彫
刻
コ
ー
ス
有
志｢

脱
皮
す

る
家
／
コ
ロ
ッ
ケ
ハ
ウ
ス｣

（
星
峠
）、【
昼

食
】｢

森
の
学
校
キ
ョ
ロ
ロ｣

、
東
京
都
市

大
学
手
塚
貴
晴
研
究
室
＋
彦
坂
尚
嘉｢

黎く
ろ

の
家｣

（
坂
下
集
落
）、｢

夢
の
家｣｢

収
穫

の
家｣

ほ
か
（
上
湯
集
落
）、｢

最
後
の
教

室｣

ほ
か
（
旧
東
川
小
学
校
）、
塩
田
千
春

｢

家
の
記
憶
」（
下
鰕
池
）、
小
原
宏
貴｢

側

溝
沿
い
の
無
限
大｣

、
磯
辺
行
久｢

古
信
濃

川
の
自
然
堤
防
跡
は
こ
こ
に
あ
っ
た
。｣

（
ミ
オ
ン
な
か
さ
と
周
辺
）
な
ど
、
十
日

町
駅
西
口
午
後
６
時
着

●
料
金

各
コ
ー
ス
い
ず
れ
も
５
、
８
０
０
円
（
子

ど
も
料
金
同
額
）。
※
パ
ス
ポ
ー
ト
代
金

が
別
途
必
要

●
申
込
み
・
問
合
せ

越
後
交
通
ゴ
ー
ル
デ
ン
ツ
ア
ー

☎
０
１
２
０
―
８
６
５
―
６
１
５
　

里
山
ア
ー
ト
ツ
ア
ー

市内各地の作品を巡るバスツアー作品イメージ

十
日
町
エ
リ
ア
作
品
制
作
レ
ポ
ー
ト

「
地
球
と
握
手

　
　
　

〜
復
興
か
ら
発
展
へ
〜
」

（
漉
野
・
旧
東
下
組
小
学
校
）

◎
作
家

：

松
宮
喜
代
勝
＋

　
　
　
　
　
　
大
阪
芸
術
大
学
／
日
本

　
ガ
イ
ド
付
き
の
大
型
観
光
バ
ス
で
全
エ

リ
ア
の
主
な
作
品
を
巡
る
コ
ー
ス
で
す
。

途
中
の
ま
つ
だ
い
駅
か
ら
午
後
の
み
の
乗

車
も
で
き
ま
す
。

（
運
行
日
）
会
期
中
の
土
・
日
曜
日

（
行
程
）
十
日
町
駅
西
口
午
前
10
時
20
分

発
、
田
島
征
三｢

絵
本
と
木
の
実
の
美
術

館｣

（
旧
真
田
小
学
校
）、｢

ま
つ
だ
い
農

舞
台｣

及
び
松
代
城
山
作
品
、【
自
由
昼

食
】、
ま
つ
だ
い
駅
午
後
１
時
20
分
、｢

森

の
学
校
キ
ョ
ロ
ロ｣

、
塩
田
千
春｢

家
の
記

憶｣

（
下
鰕
池
）、｢

最
後
の
教
室｣

（
旧
東

川
小
学
校
）、｢

ポ
チ
ョ
ム
キ
ン｣

（
倉
俣
）

な
ど
、
十
日
町
駅
西
口
５
時
30
分
、
キ
ナ

ー
レ
５
時
35
分
着

●
料
金

一
日
コ
ー
ス

：

大
人
４
、
０
０
０
円
、
小

学
生
以
下
２
、５
０
０
円
、午
後
コ
ー
ス

：

大
人
３
、
０
０
０
円
、
小
学
生
以
下
２
、

０
０
０
円
※
パ
ス
ポ
ー
ト
代
金
・
昼
食
代

が
別
途
必
要

●
申
込
み
・
問
合
せ

越
後
交
通
ゴ
ー
ル
デ
ン
ツ
ア
ー

☎
０
１
２
０
―
８
６
５
―
６
１
５

　
松
代
・
松
之
山
エ
リ
ア
を
存
分
に
楽
し

む
コ
ー
ス
で
す
。

●
土
曜
日
コ
ー
ス

（
運
行
日
）
会
期
中
の
土
曜
日

（
行
程
）
ま
つ
だ
い
駅
午
前
10
時
30
分
発
、

Ｆ
の
会｢

蓬
平
い
け
ば
な
の
家｣

ま
た
は

「
繭
の
家｣

（
蓬
平
）、
ク
ロ
ー
ド
・
レ
ヴ

ェ
ッ
ク
「
静
寂
あ
る
い
は
喧
騒
の
中
で
」

｢

Ｂ
ａ
ｎ
ｋ
Ａ
Ｒ
Ｔ
妻
有｣

ほ
か
（
桐
山
）、

【
昼
食
】「
ま
つ
だ
い
農
舞
台
」、
内
田
あ

ぐ
り
＋
内
田
亜
里
＋
武
蔵
野
美
術
大
学
日

本
画
専
攻
内
田
ゼ
ミ
「
Ｏ
Ｕ
Ｒ
　
Ｈ
Ｏ
Ｍ

Ｅ

｜

私
た
ち
の
家
」（
田
野
倉
）、「
明
後

日
新
聞
社
文
化
事
業
部｣

（
莇
平
）、
鞍
掛

純
一
・
日
本
大
学
芸
術
学
部
彫
刻
コ
ー
ス

有
志｢

脱
皮
す
る
家
／
コ
ロ
ッ
ケ
ハ
ウ
ス｣

（
星
峠
）
な
ど
、
ま
つ
だ
い
駅
午
後
５
時

着●
日
曜
日
コ
ー
ス

（
運
行
日
）
会
期
中
の
日
曜
日

（
行
程
）
ま
つ
だ
い
駅
午
前
10
時
30
分
発
、

杉
浦
康
益｢

風
の
砦｣

（
室
野
）、
石
田
泰

道｢

円
環
―
命
脈｣

（
浦
田
集
落
）、
月
影

の
郷
「
や
ね
キ
ノ
コ
地
域
の
魅
力
、
再
発

見｣

（
湯
之
島 

リ
バ
ー
サ
イ
ド
公
園
）、【
昼

食
】「
お
ふ
く
ろ
館
」、「
夢
の
家
」「
収
穫

の
家
」
ほ
か
（
上
湯
集
落
）、｢

最
後
の
教

室｣

ほ
か
（
旧
東
川
小
学
校
）、
塩
田
千
春

｢

家
の
記
憶
」（
下
鰕
池
）、
大
成
哲
雄
／

竹
内
美
紀
子
「
上
鰕
池
名
画
館｣

（
上
鰕

池
）、
東
京
都
市
大
学
手
塚
貴
晴
研
究
室

＋
彦
坂
尚
嘉
「
黎く

ろ

の
家｣

（
坂
下
集
落
）、

｢

森
の
学
校
キ
ョ
ロ
ロ｣

、｢

ま
つ
だ
い
農

舞
台｣

な
ど
、
ま
つ
だ
い
駅
午
後
５
時
着

●
料
金

各
コ
ー
ス
い
ず
れ
も
５
、
８
０
０
円
（
子

ど
も
料
金
同
額
）
※
パ
ス
ポ
ー
ト
代
金
が

　
こ
の
作
品
は
、
地
球
（
世
界
）
市
民
が

交
流
・
発
展
・
平
和
を
求
め
て
、土
（
地
球
）

を
握
り
（
握
手
）、
そ
れ
を
世
界
各
地
で

共
同
作
品
に
し
て
、
地
球
（
自
然
）
と
共

生
の
輪
を
世
界
中
に
広
げ
る
と
い
う
コ
ン

セ
プ
ト
を
持
っ
た
、
市
民
参
加
型
ア
ー
ト

で
す
。

　
今
回
の
テ
ー
マ
「
～
復
興
か
ら
発
展
へ

～
」
で
は
、
大
地
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
（
地
震

の
脅
威
）
を
体
験
し
た
十
日
町
市
で
、
震

災
か
ら
の
復
興
を
願
っ
た
市
民
が
土
を
握

る
こ
と
で
地
球
と
握
手
し
、
環
境
問
題
で

切
れ
か
か
っ
た
関
係
の
地
球
と
再
び
共
生

す
る
と
い
う
も
の
で
す
。

　
こ
の
ア
ー
ト
は
、
２
０
０
５
年
よ
り
現

在
ま
で
全
国
各
地
で
行
っ
て
き
た
「
地
球

と
握
手
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」
に
参
加
し
た

人
た
ち
が
握
っ
た
土
約
１
０
、
０
０
０
個

と
、
東
下
組
地
区
住
民
が
握
っ
た
土
に
名

前
を
書
い
た
も
の
を
一
つ
の
オ
ブ
ジ
ェ
と

し
て
構
成
し
、
東
下
組
地
区
の
中
心
で
あ

る
旧
東
下
組
小
学
校
に
展
示
し
ま
す
。

　
ま
た
、
東
下
組
地
区
の
住
民
で
な
い
人

で
も
、ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
と
お
し
て「
地

球
と
握
手
」
に
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
地
球
と
共
生
し
て
い
る
私
た
ち
。
皆

さ
ん
も
こ
の
機
会
に
地
球
と
「
握
手
」
を

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

○
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ（
一
般
参
加
者
向
け
）

７
月
26
日
㈰
～
８
月
30
日
㈰（
雨
天
中
止
）

※
パ
ス
ポ
ー
ト
の
提
示
が
必
要

ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
ツ
ア
ー

松
代
・
松
之
山
エ
リ
ア
ツ
ア
ー

川
西
エ
リ
ア
作
品
制
作
レ
ポ
ー
ト

「
Ｆ
Ｒ
Ｐ 

ｆ
ａ
ｂ
ｒ
ｉ
ｃ 

Ｃ
ｏ
ｐ
ｓ
ｅ
」

（
新
町
新
田
）

◎
作
家

：

岩
城
和
哉
＋
根
本
修
平
＋

　
東
京
電
機
大
学
岩
城
研
究
室
／
日
本

　
東
京
電
機
大
学
の
岩
城
和
哉
研
究
室
の

グ
ル
ー
プ
は
、
新
町
新
田
集
落
の
協
力
を

得
て
、
神
明
神
社
境
内
や
そ
の
周
辺
で
作

品
制
作
を
行
っ
て
い
ま
す
。作
品
内
容
は
、

畑
の
う
ね
を
覆
う
と
き
に
使
用
す
る
ダ
ン

ポ
ー
ル
と
い
う
材
料
を
か
ご
状
に
編
む
こ

と
で
、
空
間
を
創
り
出
す
作
品
で
す
。
神

社
境
内
に
は
、
既
に
多
く
の
ダ
ン
ポ
ー
ル

別
途
必
要

●
申
込
み
・
問
合
せ

マ
ル
ケ
ー
旅
行
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
５
―
５
４
３
―
４
１
２
０
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めざせ！

観光
交流都市

観光交流課　☎757-3100

新潟DCのシンボルマーク

③

の
か
ご
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
七
夕
に

短
冊
や
ツ
タ
を
絡
ま
せ
た
り
す
る
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

中
里
エ
リ
ア
作
品
制
作
レ
ポ
ー
ト

「﹃
干
溝
博
物
館
﹄
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

（
干
溝
）

◎
作
家

：

法
政
大
学
国
際
文
化
学
部

　
　
　
　
　
稲
垣
立
男
研
究
室
／
日
本

　
干
溝
集
落
の
歴
史
を
掘
り
起
こ
し
、
地

域
の
魅
力
を
再
度
見
つ
め
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
。
既
に
稲
垣
研
究
室
は
何
度
も
地
元
の

行
事
に
参
加
し
て
、
皆
さ
ん
と
の
交
流
を

深
め
な
が
ら
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
進
め
て
い

ま
す
。

　
こ
の
夏
は
「
子
ど
も
」
を
テ
ー
マ
に
地

元
の
皆
さ
ん
を
取
材
し
、
生
活
や
思
い

出
、
記
録
を
集
め
、
集
落
内
の
一
軒
の
家

で
博
物
館
と
し
て
展
示
し
ま
す
。
今
後
は

「
秘
密
基
地
を
つ
く
る
」「
干
溝
テ
レ
ビ
、

干
溝
ラ
ジ
オ
の
番
組
制
作
」「
干
溝
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
の
デ
ザ
イ
ン
」
な
ど
の
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
や
、「
子
ど
も
の
こ
ろ
の
遊
び

の
思
い
出
」「
子
ど
も
の
こ
ろ
の
遊
び
場
」

「
干
溝
の
歴
史
」
の
聞
き
取
り
を
計
画
し

て
い
ま
す
。
芸
術
祭
を
一
つ
の
成
果
と
し

て
、
将
来
的
に
は
集
落
の
活
性
化
に
つ
な

げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

松
代
エ
リ
ア
作
品
制
作
レ
ポ
ー
ト

「
サ
ウ
ン
ド
・
パ
ー
ク
」

（
松
代
城
山
と
農
舞
台
周
辺
）

◎
作
家

：

岩
井
亜
希
子
×
大
場
陽
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
／
日
本

　
美
術
を
学
ぶ
傍
ら
、
ピ
ア
ノ
の
演
奏
活

動
や
指
導
者
と
し
て
活
躍
す
る
岩
井
亜
希

子
さ
ん
と
、
作
曲
家
と
し
て
映
画
音
楽
や

音
楽
イ
ベ
ン
ト
の
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
な
ど
を

手
掛
け
る
大
場
陽
子
さ
ん
。
こ
の
２
人
の

作
家
が
ま
つ
だ
い
農
舞
台
の
周
辺
に
、
音

が
鳴
る
ブ
ラ
ン
コ
や
音
が
鳴
る
木
、
ミ
ュ

ー
ジ
ッ
ク
・
ス
ラ
イ
ダ
ー
な
ど
、
遊
具
と

音
を
組
み
合
わ
せ
た
作
品
を
制
作
し
ま

す
。

　
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
遊
具
か
ら
は
、
ど
ん
な

音
が
聞
こ
え
て
く
る
で
し
�
う
か
。
見
て

い
る
だ
け
で
は
退
屈
で
す
。
里
山
に
こ
だ

ま
す
る
音
を
実
際
に
体
験
し
て
み
て
く
だ

さ
い
。

松
之
山
エ
リ
ア
作
品
制
作
レ
ポ
ー
ト

「
上
鰕
池
名
画
館
」

（
上
鰕
池
）

◎
作
家

：

大
成
哲
雄
／
竹
内
美
紀
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
／
日
本

　
前
回
の
大
地
の
芸
術
祭
で
は
大
成
哲
雄

さ
ん
、
竹
内
美
紀
子
さ
ん
が
そ
れ
ぞ
れ
上

鰕
池
に
「
棚
田
弁
当
」
と
「
は
が
き
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
の
作
品
を
制
作
し
ま
し
た
。

今
回
は
同
じ
く
上
鰕
池
に
２
人
の
作
品
を

手
が
け
ま
す
。
世
界
の
名
画
に
登
場
す
る

場
面
を
上
鰕
池
の
現
実
の
風
景
や
人
か
ら

探
し
出
し
、
写
真
に
収
め
る
作
品
で
す
。

も
と
の
写
真
と
上
鰕
池
で
撮
っ
た
写
真
の

違
い
か
ら
地
域
の
特
性
が
垣
間
見
え
ま

す
。

　
現
在
、
名
画
に
登
場
す
る
人
物
を
上
鰕

池
の
皆
さ
ん
か
ら
モ
デ
ル
に
な
っ
て
も
ら

い
、
写
真
を
撮
影
中
で
す
。

上鰕池に登場する名画館のイメージ

設置される遊具のイメージ

地元の人に取材する稲垣研究室の学生

神社境内に設置されるダンポールのかご

■
こ
れ
ま
で
の
十
日
町
市
の
観
光

　
市
町
村
合
併
前
は
、
観
光
に
対
す
る
住

民
の
意
識
や
取
り
組
み
内
容
に
違
い
が
あ

る
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
観
光
協
会
で
観
光

事
業
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
例
え
ば
、
松

之
山
エ
リ
ア
で
は
、日
本
に
誇
る
名
湯「
松

之
山
温
泉
」
が
あ
る
た
め
、
観
光
が
地
元

産
業
の
基
軸
と
な
っ
て
い
ま
す
。
一
方
、

十
日
町
エ
リ
ア
な
ど
で
は
、
年
間
を
と
お

し
て
特
色
あ
る
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
す
る
こ

と
に
よ
り
、
観
光
客
を
呼
び
込
ん
で
い
ま

す
が
、
観
光
が
産
業
に
結
び
付
い
て
い
な

い
な
ど
、
地
域
に
よ
っ
て
観
光
に
対
す
る

認
識
に
差
が
あ
り
ま
す
。

■
観
光
協
会
の
一
本
化

　
市
内
に
あ
る
多
く
の
魅
力
的
な
観
光
資

源
を
一
体
的
に
活
用
す
る
た
め
、
こ
れ
ま

で
各
地
域
に
あ
っ
た
５
つ
の
観
光
協
会
を

一
本
化
し
、
５
支
部
体
制
の
「
十
日
町
市

観
光
協
会
」
が
昨
年
５
月
に
設
立
さ
れ
ま

し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
広
域
的
な
観
光
事

業
が
展
開
で
き
、各
支
部
間
の
相
互
連
携
、

情
報
共
有
も
ス
ム
ー
ズ
に
行
う
こ
と
が
可

能
と
な
り
ま
し
た
。
今
後
、
組
織
を
強
化

し
、
魅
力
的
な
観
光
情
報
や
受
け
入
れ
企

画
の
提
供
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
大
勢
の

観
光
客
を
呼
び
込
み
、
地
域
や
産
業
経
済

の
活
性
化
（
観
光
産
業
化
）
を
進
め
て
い

き
ま
す
。

■
松
之
山
温
泉
合
同
会
社
の
設
立

　
昨
年
、松
之
山
温
泉
の
旅
館
や
飲
食
店
、

住
民
な
ど
が
共
同
出
資
し
て
、
松
之
山
温

泉
合
同
会
社
「
ま
ん
ま
」
を
立
ち
上
げ
、

松
之
山
を
楽
し
む
オ
プ
シ
ョ
ナ
ル
ツ
ア
ー

を
企
画
・
販
売
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

な
り
ま
し
た
。
松
之
山
は
、
市
内
で
も
観

光
産
業
化
が
進
ん
で
い
る
地
域
で
す
。
観

光
協
会
が
一
本
化
さ
れ
た
こ
と
を
契
機

に
、
ほ
か
の
エ
リ
ア
で
も
観
光
を
産
業
に

結
び
付
け
て
い
く
取
り
組
み
を
よ
り
一
層

進
め
て
い
く
こ
と
が
重
要
に
な
り
ま
す
。

■
観
光
を
産
業
に
結
び
付
け
る
た
め
に

　
ま
ず
は
、
市
内
の
飲
食
店
や
菓
子
屋
、

土
産
屋
、
宿
泊
施
設
な
ど
の
皆
さ
ん
か

ら
、
観
光
客
に
市
内
で
お
金
を
使
っ
て
も

ら
え
る
よ
う
な
取
り
組
み
を
進
め
る
こ
と

が
大
切
で
す
。
例
え
ば
、
十
日
町
市
な
ら

で
は
の
お
土
産
や
お
菓
子
、
地
元
食
材
の

料
理
の
開
発
や
販
売
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま

す
が
、
市
民
一
人
ひ
と
り
も
「
十
日
町
市

の
観
光
セ
ー
ル
ス
マ
ン
」
と
い
う
意
識
を

持
つ
こ
と
が
大
切
で
す
。
今
年
の
大
観
光

交
流
年
を
契
機
に
市
民
と
行
政
に
よ
る
協

働
で
「
観
光
立
市
」
を
目
指
し
ま
し
�
う
。

　
今
年
、
市
観
光
協
会
で
は
、
お
土
産
品

コ
ン
ク
ー
ル
を
開
催
す
る
予
定
で
す
。
市

内
を
訪
れ
た
観
光
客
の
す
て
き
な
思
い
出

と
な
る
よ
う
な
逸
品
を
、
応
募
し
て
く
だ

さ
い
。
詳
細
は
後
日
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

松
之
山
温
泉
を
化
粧
品
に
商
品
化
、
肌
に
や

さ
し
い
と
評
判
の
「
松
之
山
温
泉
ミ
ス
ト
」

　昨年、市内の観光協会が一本化され、十日町市全域が一体となっ

た観光事業の取り組みが可能となりました。各地域にある魅力的な

観光資源を一体的に活用・宣伝することにより、大勢の観光客を呼

び込み、観光を産業に結び付けていく取り組みを進めていきます。

～観光交流年を契機に
　観光産業化を目指します～

　
観
光
名
所
や
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
広
く
全

国
に
Ｐ
Ｒ
す
る
ツ
ー
ル
を
作
成
し
ま
し

た
。
本
町
分
庁
舎
の
市
観
光
協
会
に
て
配

布
・
販
売
し
て
い
ま
す
。
利
用
希
望
者
は

気
軽
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

◎
新
・
観
光
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

　
無
料
配
布

◎
新
・
観
光
ポ
ス
タ
ー
（
Ｂ
１
サ
イ
ズ
）

　
無
料
配
布

◎
新
・
観
光
名
刺
（
第
60
回
十
日
町
雪
ま

つ
り
、第
28
代
ミ
ス
十
日
町
雪
ま
つ
り
、

国
宝
火
焔
型
土
器
群
な
ど
）

１
箱
５
０
０
円
（
１
０
０
枚
入
り
）。

ク
ロ
ス
10
、
市
役
所
売
店
な
ど
で
も
販

売
。
文
字
の
印
刷
代
が
別
途
必
要

◎
観
光
協
会
会
員
ピ
ン
バ
ッ
ジ

１
個
５
０
０
円

※
市
観
光
協
会
に
加
入
を
希
望
す
る
個

人
や
商
店
、
企
業
、
団
体
の
皆
さ
ん
を

募
集
し
て
い
ま
す

●
問
合
せ
　
市
観
光
協
会
　

　
　
　
　
　
　
　
☎
７
５
７

｜

３
３
４
５

十
日
町
市
の

新
し
い
観
光
宣
伝
ツ
ー
ル
が

　
　
　
　
　

で
き
ま
し
た

十
日
町
市
の

新
し
い
観
光
宣
伝
ツ
ー
ル
が

　
　
　
　
　

で
き
ま
し
た
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十
日
町
市
職
員
（
保
健
師
）
募
集

"十日町産コシヒカリを
　　　　　　 食べられる店"

『
あ
ん
ぼ
』

　市では、来訪者・消費者が安心して十日町産コシヒカリを食べられるよう、市内で生産
されたコシヒカリを提供する店・宿泊施設などの認証を行います。この認証制度は、十日
町産コシヒカリのＰＲだけでなく、飲食・宿泊業の振興も目的としています。
　認証店はコシヒカリマップに掲載し、観光パンフレットといっしょに各所で配布すると
ともに、ホームページなどでＰＲします。

認証制度を始めます

対　　象 市内で十日町産コシヒカリ（他品種とのブレンド米は除く）を提供している飲食店・

宿泊施設など

申請方法 認定申請書に次の２つを添付して提出

・誓約書

・十日町産コシヒカリである証明書

　（米穀商・農家の証明／自家栽培の場合は申請者が証明）

　※証明書は毎年提出が必要

①市で審査し、要件を満たした飲食店などを台帳に登録して認証状を交付します。

②認証状は店内の見やすいところに掲示してください。

③標版（アルミ製）・ステッカー・のぼり旗を販売しますので、希望する人は申請書

　類とともに申込書を提出してください。

そのほか

第１次申請締切 ６月30日㈫（必着）

書類の請求・申請・問合せ　農林課６次産業振興室　☎757-3120

　
米
粉
消
費
拡
大
と
新
し
い
特
産
品
の
開
発
を

目
的
に
、
十
日
町
産
コ
シ
ヒ
カ
リ
米
粉
を
使
っ

た
新
し
い
形
の
「
あ
ん
ぼ
」
を
、
６
次
産
業
振

興
室
と
学
校
法
人
北
陸
学
園
の
製
菓
・
製
パ
ン

学
科
・
専
攻
学
科
の
講
師
の
皆
さ
ん
、
加
工
グ

ル
ー
プ
の
皆
さ
ん
と
で
共
同
開
発
し
ま
す
。
米

粉
は
、
新
潟
県
が
開
発
し
た
微
粒
製
粉
技
術
を

使
っ
て
製
粉
し
た
も
の
を
使
う
予
定
で
す
。

　
次
の
条
件
を
満
た
す
加
工
グ
ル
ー
プ
な
ど
の

皆
さ
ん
は
ぜ
ひ
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

◎
固
定
観
念
に
と
ら
わ
れ
ず
、
積
極
的
に
共
同

開
発
に
参
加
で
き
る
人

◎
現
在
、
あ
ん
ぼ
の
製
造
を
し
て
い
る
人
、
ま

た
は
近
々
始
め
た
い
人

◎
保
健
所
の
許
可
を
得
た
加
工
所
を
現
在
所
有

し
て
い
る
人
、
ま
た
は
近
々
所
有
予
定
の
人

◎
共
同
開
発
し
た
製
品
の
統
一
ブ
ラ
ン
ド
・
統

一
価
格
・
統
一
流
通
に
同
意
で
き
る
人

■
申
込
み
締
切
　
６
月
30
日
㈫
（
必
着
）

共
同
開
発
し
ま
せ
ん
か

新
し
い

を

平
成
２2
年
度
採
用

十
日
町
市
職
員
（
保
健
師
）
募
集

保
健
師
　
１
人

　
保
健
師
の
免
許
を
有
す
る
人
（
平
成
21

　
年
度
の
国
家
試
験
で
の
取
得
見
込
者
含

　
む
）

※
昭
和
54
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た

（
採
用
日
前
日
に
31
歳
に
達
し
な
い
）

人
。

※
平
成
22
年
４
月
１
日
採
用
の
学
校
教
育

法
に
よ
る
大
学
卒
業
者
を
対
象
と
し
た

一
般
事
務
上
級
の
募
集
、
高
等
学
校
卒

業
者
な
ど
を
対
象
と
し
た
募
集
の
予
定

は
あ
り
ま
せ
ん
。
　

【
第
１
次
試
験
…
筆
記
試
験
】

　
期
日
＝
７
月
26
日
㈰

　
会
場
＝
十
日
町
保
健
セ
ン
タ
ー

　
試
験
科
目
＝
教
養
試
験
、
専
門
試
験
、

　
適
性
試
験
、
作
文

【
第
２
次
試
験
…
面
接
試
験
】

　
期
日
＝
８
月
23
日
㈰
予
定
（
会
場
な
ど

　
詳
細
は
、
１
次
試
験
合
格
者
に
直
接
通

　
知
）

　
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
６
月
26
日

㈮
ま
で
の
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
30

分
に
、
必
要
書
類
を
総
務
課
人
事
係
に
提

出（
持
参
す
る
場
合
は
本
人
以
外
で
も
可
、

郵
送
可
※
6
月
26
日
㈮
必
着
）

①
職
員
採
用
試
験
申
込
書
（
総
務
課
人
事

　
係
に
配
置
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジh

ttp
://

　w
w

w
.c

ity
.to

k
a
m

a
c
h

i.n
iig

a
ta

.  

　jp
/

に
も
掲
載
）

②
成
績
証
明
書（
最
終
卒
業
学
校
の
も
の
。

卒
業
見
込
者
は
最
近
ま
で
の
も
の
）

③
卒
業
証
明
書
（
来
春
卒
業
見
込
者
は
卒

業
見
込
証
明
書
）

④
保
健
師
免
許
の
写
し
（
取
得
見
込
者
を

除
く
）

⑤
返
信
用
切
手
（
80
円
切
手
２
枚
）

※
申
込
書
類
は
返
却
し
ま
せ
ん
。

　
１
７
２
、
２
０
０
円
（
21
年
4
月
１
日

現
在
、
経
験
年
数
に
よ
り
異
な
り
ま
す
）

　

●
募
集
職
種
・

　
　
人
数
・
受
験
資
格

●
試
験
方
法

●
申
込
み

●
必
要
書
類

●
給
与
（
初
任
給
）

●
問
合
せ
＝
総
務
課
人
事
係

　
☎
７
５
７
―
９
７
８
７

平
成
22
年
４
月
１
日
採
用
の
十
日
町
市
職
員
（
保
健
師
）
採
用
試
験
を
実

施
し
ま
す
。

　
新
商
品
開
発
の
た
め
の
試
作
品
づ
く
り

や
ア
イ
デ
ア
の
提
案
を
応
援
し
ま
す
。

●
補
助
対
象
事
業
＝
①
製
作
部
門

：

製
品

開
発
の
た
め
の
試
作
品
製
作
、
対
象
経
費

50
万
円
以
上
、
補
助
限
度
額
１
０
０
万
円

②
企
画
部
門

：

付
加
価
値
を
高
め
る
た
め

の
デ
ザ
イ
ン
、
販
売
・
サ
ー
ビ
ス
方
法
な

ど
の
企
画
、
対
象
経
費
20
万
円
以
上
、
補

助
限
度
額
20
万
円
③
ア
イ
デ
ア
部
門

：

起

業
を
視
野
に
入
れ
た
商
品
開
発
の
た
め
の

ア
イ
デ
ア
の
具
体
化
、
補
助
対
象
経
費
５

万
円
以
上
、
補
助
限
度
額
10
万
円
④
起
業

準
備
部
門

：

③
の
取
り
組
み
で
事
業
採
択

さ
れ
た
人
に
よ
る
起
業
準
備
（
設
備
投

資
）、
補
助
限
度
額
20
万
円
（
た
だ
し
、

事
業
採
択
の
翌
年
度
に
限
る
）
●
対
象
＝

企
業
（
①
②
の
み
）、
個
人
、
グ
ル
ー
プ

●
補
助
率
＝
補
助
対
象
経
費
の
２
分
の
１

以
内
●
申
請
期
限
＝
６
月
30
日
㈫
●
申
込

み
・
問
合
せ
＝
産
業
振
興
課
雇
用
開
発
室

（
☎
７
５
７
―
３
１
３
９
）

起
業
の
チ
ャ
ン
ス

十
日
町
市
新
商
品
等
開
発
支
援
事
業
募
集

「
縮
問
屋 

加
賀
屋
の
世
界 

　―
古
文
書
か
ら
読
み
解
く
ふ
る
さ
と
の
歴
史
―
」

　
中
越
地
震
を
機
に
情
報
館
へ
寄
託
さ
れ

た
膨
大
な
蕪
木
家
文
書
群
を
も
と
に
、
江

戸
時
代
に
越
後
縮
の
集
散
地
と
し
て
栄
え

た
十
日
町
の
縮
問
屋
を
紹
介
し
た
冊
子

（
Ｂ
５
版
１
３
２
ペ
ー
ジ
）
を
刊
行
し
ま

し
た
。
縮
問
屋
の
経
営
の
あ
ら
ま
し
、
奉

公
人
の
生
き
ざ
ま
、
美
し
い
越
後
縮
な
ど

の
見
本
裂
79
点
を
実
寸
大
の
カ
ラ
ー
図
版

で
紹
介
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

■
頒
布
価
格
　
２
、
０
０
０
円
　

■
問
合
せ
　
情
報
館

　
　
　
　
　
　
　
☎
７
５
０

｜

５
１
０
０

郷
土
資
料
双
書
15
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十
日
町
市

　
　協働
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
指
針
そ
の
一

　

十
日
町
市
総
合
計
画
で
は
「
公
民
協
働

に
よ
る
行
政
の
推
進
」を
掲
げ
て
い
ま
す
。

　

市
民
や
地
域
、
各
種
団
体
と
行
政
そ
れ

ぞ
れ
が
、ま
ち
づ
く
り
の
主
体
（
担
い
手
）

と
し
て
役
割
を
分
担
し
て
力
を
出
し
合
う

こ
と
が
、
協
働
の
基
本
的
な
姿
で
す
。

　

協
働
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
と

お
し
て
、
少
し
ず
つ
浸
透
し
て
い
く
も
の

で
す
。
そ
の
た
め
に
、
そ
れ
ぞ
れ
が
力
を

合
わ
せ
て
課
題
の
解
決
や
地
域
目
標
を
実

現
し
て
い
く
た
め
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
、
つ

ま
り
羅
針
盤
が
必
要
で
す
。
そ
れ
が
「
協

働
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
指
針
」
で
す
。

　

指
針
策
定
の
過
程
で
は
、
市
民
活
動
団

体
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
と
、
そ
れ
に
基
づ
く
行

政
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
実
施
し
、
協
働
の
ま
ち

づ
く
り
モ
デ
ル
事
業
の
検
討
を
と
お
し
て

指
針
内
容
を
積
み
上
げ
ま
し
た
。

　

公
募
に
よ
る
20
人
の
市
民
と
21
人
の
市

職
員
に
よ
る
合
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム

が
13
回
の
全
体
会
議
と
数
回
の
班
別
会
議

を
実
施
し
、
内
容
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
。

　

肩
書
き
や
年
齢
に
こ
だ
わ
ら
な
い
、
ご

く
普
通
の
市
民
と
市
職
員
が
同
じ
テ
ー
ブ

ル
で
議
論
し
理
解
を
深
め
な
が
ら
、
一
つ

の
も
の
を
作
り
上
げ
て
い
く
過
程
こ
そ
、

協
働
の
第
一
歩
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

　

協
働
に
は
、
市
民
と
行
政
の
協
働
も
市

民
間
の
協
働
も
あ
り
、
ど
ち
ら
も
重
要
で

す
。
協
働
の
取
り
組
み
が
市
内
各
地
で
日

常
的
に
展
開
さ
れ
る
こ
と
が
、
や
さ
し
さ

と
活
力
あ
る
十
日
町
市
を
つ
く
る
源
と
な

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

こ
の
指
針
は
、
こ
の
よ
う
な
ま
ち
づ
く

り
を
目
指
し
て
つ
く
ら
れ
た
も
の
で
す
。

１ 

市
民
活
動
団
体
ヒ
ア
リ
ン
グ

か
ら
見
え
て
き
た
こ
と

社
会
的
な
時
代
背
景
を
反
映
し
て

　

さ
ま
ざ
ま
な
問
題
が
見
え
て
き
ま
し
た

●
若
年
層
の
減
少
と
高
齢
化
に
よ
り
各
団

体
の
人
材
、後
継
者
が
不
足
し
て
い
ま
す
。

●
山
間
地
集
落
単
独
で
の
行
事
や
環
境
維

持
、
雪
対
策
な
ど
に
不
安
が
あ
り
ま
す
。

●
市
街
地
を
中
心
に
、
価
値
観
や
ラ
イ
フ

ス
タ
イ
ル
の
多
様
化
に
よ
る
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
衰
退
が
心
配
さ
れ
て
い
ま
す
。

●
産
業
活
動
の
停
滞
や
将
来
へ
の
不
安
か

ら
、
団
体
や
地
域
間
の
連
携
・
交
流
な
ど

多
様
な
対
策
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

●
情
報
化
社
会
が
進
み
な
が
ら
も
、
身
近

な
情
報
の
受
発
信
が
不
足
し
て
い
ま
す
。

●
活
動
資
金
不
足
や
将
来
へ
の
活
動
継
続

へ
の
不
安
感
が
あ
り
ま
す
。

●
公
共
施
設
な
ど
の
整
備
・
拡
充
要
望
と

活
動
環
境
へ
の
不
満
が
あ
り
ま
す
。

●
社
会
や
生
活
の
変
化
に
よ
り
、
公
共
サ

ー
ビ
ス
は
ま
す
ま
す
多
様
化
し
て
い
ま
す
。

●
財
政
環
境
の
悪
化
な
ど
に
よ
り
、
行
政

中
心
の
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
継
続
が
困
難
に

な
っ
て
い
ま
す
。

●
各
団
体
と
も
、
行
政
に
依
存
し
要
望
し

て
い
る
だ
け
で
は
問
題
は
解
決
し
な
い
と

い
う
危
機
感
を
持
っ
て
い
ま
す
。

今
な
ぜ
協
働
な
の
か

は
じ
め
に

新
た
な
動
き
や
思
い
も

　
　
　

見
え
て
き
て
い
ま
す

●
技
術
や
知
識
、
得
意
分
野
を
持
つ
団
体

は
、
子
ど
も
た
ち
に
伝
え
地
域
に
貢
献
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

●
交
流
、
地
域
活
性
化
な
ど
の
活
動
団
体

は
、
他
団
体
や
地
域
と
の
連
携
に
よ
り
活

動
の
質
を
上
げ
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

●
地
区
振
興
会
や
地
域
協
議
会
を
中
心
に

自
治
活
動
が
行
わ
れ
、
自
分
た
ち
で
で
き

る
こ
と
は
頑
張
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。

●
背
景
に
は
、
昔
か
ら
の
支
え
合
い
の
実

績
が
あ
り
、中
越
大
震
災
の
復
興
活
動
で
、

隣
近
所
や
各
地
域
で
支
え
合
う
こ
と
の
重

要
性
が
改
め
て
認
識
さ
れ
て
い
ま
す
。

●
子
育
て
や
教
育
、
高
齢
者
支
援
な
ど
の

活
動
団
体
は
交
流
を
求
め
、
活
動
の
充
実

や
自
立
化
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

２
﹁
新
し
い
公
共
﹂
の
創
造

行
政
が
中
心
と
な
っ
て
担
っ
て
き
た

　
　
　
　
　
　
　
　

﹁
公
共
﹂
の
限
界

　
市
民
団
体
ヒ
ア
リ
ン
グ
か
ら
も
分
か
る

よ
う
に
、
社
会
情
勢
や
市
民
一
人
ひ
と
り

の
価
値
観
の
変
化
が
、
市
民
ニ
ー
ズ
を
多

様
化
、
高
度
化
さ
せ
て
い
ま
す
。

　
そ
れ
が
、「
公
共
」（
社
会
全
体
に
か
か

わ
る
市
民
生
活
上
必
要
な
こ
と
が
ら
で
、

個
人
の
力
で
は
解
決
す
る
こ
と
が
困
難
な

も
の
）
の
範
囲
を
拡
大
さ
せ
て
い
ま
す
。

　
拡
大
す
る
「
公
共
」
を
、
こ
れ
ま
で
の

よ
う
に
行
政
が
中
心
と
な
っ
て
担
っ
て
い

く
こ
と
は
、
厳
し
い
行
財
政
状
況
の
中
で

困
難
に
な
っ
て
い
ま
す
。

地
方
分
権
の
進
展
が
求
め
る

　
　
　

自
治
体
の
主
体
性
・
自
立
性

　
地
方
分
権
の
進
展
は
、自
治
体
に
自
主
・

自
立
性
を
求
め
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま

す
。
市
民
も
行
政
も
「
自
主
自
立
」
の
自

覚
を
持
ち
、
住
み
よ
く
魅
力
的
な
十
日
町

市
を
つ
く
っ
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

　
そ
の
た
め
に
、
市
民
の
主
体
的
な
ま
ち

づ
く
り
へ
の
参
加
に
よ
り
、
互
い
に
「
知

恵
」
や
「
能
力
」
を
出
し
合
い
、
生
か
し

て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

あ
ら
ゆ
る
主
体
が
担
う

　
　
　
﹁
新
し
い
公
共
﹂
の
創
造

　　
市
民
同
士
や
市
民
と
行
政
の
協
力
に
よ

る
ま
ち
づ
く
り
の
取
り
組
み
と
と
も
に
、

ヒ
ア
リ
ン
グ
で
見
え
て
き
た
ま
ち
づ
く
り

へ
の
意
欲
的
な
取
り
組
み
や
力
の
高
ま
り

を
生
か
し
て
、
十
日
町
市
に
か
か
わ
る
あ

ら
ゆ
る
主
体
が
、
拡
大
す
る
「
公
共
」
を

担
っ
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。
こ
う
し

た
活
動
で
支
え
ら
れ
る
「
公
共
」
が
「
新

し
い
公
共
」
と
言
え
る
で
し
�
う
。

　「
協
働
」
と
は
、「
新
し
い
公
共
」
を
創

造
し
て
い
く
た
め
に
、
市
に
か
か
わ
る
さ

ま
ざ
ま
な
主
体
が
そ
れ
ぞ
れ
の
知
恵
や
力

を
発
揮
す
る
こ
と
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
そ

の
う
え
で
、
地
域
が
抱
え
る
課
題
の
解
決

や
地
域
目
標
を
実
現
す
る
こ
と
で
、
個
性

あ
ふ
れ
る
住
み
よ
い
十
日
町
市
を
つ
く
っ

て
い
く
取
り
組
み
で
す
。

３ 

協
働
に
よ
る
取
り
組
み
の
原
則

十
日
町
市
に
か
か
わ
る

　
　
　

あ
ら
ゆ
る
主
体
と
は

　「
新
し
い
公
共
」
を
担
い
、
協
働
の
取

り
組
み
を
行
う
主
体
（
以
下
、「
協
働
の

主
体
」）は
、次
の
よ
う
に
区
分
で
き
ま
す
。

⑴
個
人
と
し
て
の
市
民

　
・
市
民
（
在
勤
・
在
学
者
を
含
む
）

⑵
市
民
活
動
団
体

　
・
集
落
、
町
内
会
、
地
区
振
興
会
、
地

　
　
域
協
議
会
な
ど
の
地
域
自
治
組
織

　
・
老
人
ク
ラ
ブ
、
青
年
会
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
な

　
　
ど
の
地
域
組
織

　
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ

　
　
な
ど
の
テ
ー
マ
型
組
織

⑶
事
業
者

　
・
市
内
の
企
業
・
公
益
法
人
な
ど

⑷
市
外
応
援
者
・
サ
ポ
ー
タ
ー
な
ど

⑸
行
政

協
働
の
原
則
︵
ル
ー
ル
︶

　
協
働
の
主
体
が
理
解
し
、
守
る
べ
き
原

則
は
次
の
よ
う
に
ま
と
め
ら
れ
ま
す
。

⑴
対
等
の
原
則

　
上
下
や
依
存
の
関
係
を
持
た
な
い
。

⑵
自
立
の
原
則

　
各
主
体
は
自
立
を
目
指
し
認
め
合
う
。

⑶
自
主
性
尊
重
の
原
則

　
自
主
性
を
尊
重
し
強
要
し
な
い
。

⑷
相
互
理
解
の
原
則

　
お
互
い
を
理
解
し
信
頼
関
係
を
築
く
。

⑸
目
的
共
有
の
原
則

　
課
題
と
目
的
を
共
有
し
て
取
り
組
む
。

⑹
役
割
分
担
の
原
則

　
役
割
や
責
任
を
明
確
に
し
て
お
く
。

⑺
情
報
公
開
・
共
有
の
原
則

　
情
報
を
公
開
し
共
有
し
て
取
り
組
む
。

⑻
評
価
の
原
則

　
取
り
組
み
内
容
を
評
価
し
次
に
生
か
　

　
す
。

　
市
民
・
職
員
合
同
プ
ロ
ジ
�
ク
ト
チ
ー
ム
が
中
心
に
な
�
て
策
定
作

業
を
進
め
て
き
た
﹁
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
指
針
﹂
の
内
容
を
、
今

回
か
ら
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
チ
ー
ム
メ
ン
バ
ー
発
案
の
キ
�
ラ
ク
タ
ー
が
案
内
役
を
務
め
ま
す
の

で
、
い
�
し
�
に
内
容
を
確
認
し
て
活
動
に
役
立
て
ま
し
�
う
。

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
情
報
⑭

ドクター・キョードー働太くん協子ちゃん

い
ろ
い
ろ
大
変
だ
け
ど
、

皆
さ
ん
頑
張
っ
て
ら
ん
ね
。

協
働
と
い
っ
て
も
新
し
い

こ
と
だ
け
じ
ゃ
ね
や
ん
だ
。

み
ん
な
が
新
た
な
つ
な
が
り

を
求
め
て
い
る
よ
う
だ
の
。

①個人としての市民
②市民活動団体

③事業者
④サポーター⑤行　　政

協働の
まちづくり

■
問
合
せ
　
総
合
政
策
課
協
働
の
ま
ち
づ

　
く
り
推
進
室
　
☎
７
５
７

｜

３
６
９
３

　（
内
線
２
３
５
）
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すそ野広がりにぎわう棚田

文
化
の
継
承
と
交
流
拡
大
に
期
待

『
ま
つ
だ
い
郷
土
資
料
館
』　
　
　
　
　
開
館

　「
壊
さ
な
い
よ
う
に
気
を
付
け
る
ん
だ

ぞ
！
」「
そ
れ
は
収
蔵
庫
に
入
れ
る
も
ん

だ
こ
て
」
と
声
が
飛
び
交
い
ま
す
。
ま
つ

だ
い
駅
南
側
へ
の
移
築
工
事
が
完
了
し

た
﹃
ま
つ
だ
い
郷
土
資
料
館
﹄
の
開
館
準

備
の
た
め
に
、
地
元
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ

ル
ー
プ
「
ま
つ
だ
い
ふ
る
さ
と
文
化
応
援

団
」
を
中
心
に
、
多
く
の
皆
さ
ん
が
汗
を

流
し
て
く
れ
ま
し
た
。
池
尻
に
あ
っ
た
旧

松
代
郷
土
資
料
館
の
解
体
前
に
、
展
示
さ

れ
て
い
た
す
べ
て
の
資
料
を
旧
室
野
保
育

所
に
移
動
し
た
の
も
こ
の
皆
さ
ん
で
し

た
。
今
回
は
そ
の
資
料
を
新
資
料
館
へ
戻

す
作
業
に
、
再
び
大
勢
の
力
が
結
集
し
ま

し
た
。

　
ま
つ
だ
い
郷
土
資
料
館
は
、
建
物
自
体

が
持
っ
て
い
る
古
民
家
の
風
合
い
を
そ
の

ま
ま
生
か
し
た
展
示
が
施
さ
れ
、
松
代
の

歴
史
と
文
化
が
自
然
な
形
で
来
館
者
に
伝

わ
る
よ
う
工
夫
を
凝
ら
し
て
い
ま
す
。
ま

つ
だ
い
駅
南
側
は
、
農
舞
台
な
ど
の
現
代

ア
ー
ト
と
古
民
家
を
活
用
し
た
資
料
館
と

の
対
照
が
相
乗
効
果
を
生
み
、
よ
り
一
層

魅
力
が
高
ま
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
玄
関
を
一
歩
入
る
と
、
ま

る
で
昔
の
わ
が
家
に
帰
っ
て

き
た
よ
う
な
気
持
ち
に
さ
せ

て
く
れ
る
新
生
﹃
ま
つ
だ
い

郷
土
資
料
館
﹄。
７
月
11
日

㈯
の
開
館
日
に
は
、
テ
ー
プ

カ
ッ
ト
の
ほ
か
、
も
ち
ま
き

や
地
元
有
志
に
よ
る
お
茶
の

ふ
る
ま
い
な
ど
が
行
わ
れ
る

予
定
で
す
。

　

平
成
21
年
は
、
平
成
天
皇
在
位
20
年
と

御
成
婚
50
年
に
当
た
る
記
念
す
べ
き
年
で

と
雌
花
が
あ
り
、
雄
花
は
垂
れ
下
が
っ
て

咲
き
、
受
粉
が
終
わ
れ
ば
落
下
し
ま
す
。

地
上
や
残
雪
の
上
に
お
び
た
だ
し
く
落
ち

て
い
る
の
は
雄
花
で
す
。
雌
花
は
受
精
が

済
む
と
堅
い
殻
と
な
り
、
中
に
三
角
の
実

を
結
び
ま
す
。
こ
れ
を
こ
の
辺
の
人
た
ち

は
﹁
コ
ノ
ミ
﹂
と
呼
ん
で
、

落
ち
た
も
の
を
拾
い
集
め
て

食
べ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

脂
っ
こ
く
風
味
の
あ
る
味
は

生
き
物
た
ち
に
も
ご
ち
そ
う

で
、
ク
マ
は
な
め
る
よ
う
に

食
べ
脂
肪
を
蓄
え
て
冬
眠
に

備
え
ま
す
。

　

コ
ノ
ミ
を
煎い

っ
て
食
べ
た
記
憶
を
お
持

ち
の
人
は
少
な
く
な
っ
た
こ
と
で
し
ょ

う
。
懐
か
し
い
故
郷
の
味
。

　
　
　
　

（
文
と
写
真　

高
橋
八
十
八
）

ブ
ナ
の
花
が
咲
い
た

52

す
が
、
そ
れ
を
祝
う
か
の
よ

う
に
珍
し
く
ブ
ナ
の
花
が
咲

き
ま
し
た
。
ブ
ナ
は
毎
年
花

が
咲
く
わ
け
で
は
な
く
、
数

年
に
一
度
と
い
う
頻
度
で

す
。
花
と
い
っ
て
も
、
サ
ク

ラ
や
ウ
メ
の
よ
う
な
華
麗
な

も
の
が
咲
く
わ
け
で
は
な

く
、
地
味
な
も
の
が
房
の
よ
う
に
垂
れ
下

が
り
ま
す
。
大
木
の
上
の
こ
と
な
の
で
、

間
近
に
観
察
す
る
こ
と
が
容
易
で
は
な

く
、
ま
と
も
に
見
た
こ
と
の
な
い
人
が
多

い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
花
は
雄
花

ブナの花

ボランティアによる資料の搬入

まつだい郷土資料館（手前）と収蔵庫（奥）

早大マンドリン楽部演奏会

　松代地域と早稲田大学との交流30周年記

念事業の一つ「早稲田大学マンドリン楽部演

奏会」が開催されます。マンドリン楽部は、

1913年（大正２）から続く伝統あるサーク

ルで、春と秋の定期演奏会や早慶ジョイント

コンサートなど精力的に活動しています。早

大マンドリン楽部がフルオーケストラ編成で

奏でる音色を聴いてみませんか。

◎日　時：６月13日㈯

　　　　　午後６時30分～（６時開場）

◎会　場：松代総合体育館　◎入場料：無料

◎曲　目：「眠れる森の美女」よりワルツ

　　　　　大河ドラマメドレー　など

◎問合せ：交流30周年記念事業実行委員会

　　　　　（松代支所内　☎597-2220）

文
化
の
継
承
と
交
流
拡
大
に
期
待

『
ま
つ
だ
い
郷
土
資
料
館
』　
　
　
　
　
開
館

７
月
11
日
㈯

　
５
月
23
日
㈯
・
24
日
㈰
、
白
羽
毛
集
落

の
皆
さ
ん
と
芸
術
作
家
の
青
木
野
枝
さ

ん
、
多
摩
美
術
大
学
の
学
生
た
ち
が
田
植

え
交
流
を
行
い
ま
し
た
。
大
地
の
芸
術
祭

を
き
っ
か
け
に
始
ま
っ
た
交
流
は
今
年
で

３
回
目
。
過
去
最
多
の
40
人
が
田
植
え
に

汗
を
流
し
、
学
生
た
ち
の
予
想
以
上
の
頑

張
り
に
、
予
定
し
て
い
た
棚
田
は
あ
っ
と

い
う
間
に
苗
が
植
え
尽
く
さ
れ
ま
し
た
。

年
々
、
他
大
学
の
学
生
や
リ
ピ
ー
タ
ー
の

卒
業
生
な
ど
が
加
わ
り
、
交
流
の
す
そ
野

が
広
が
っ
て
い
ま
す
。
２
回
目
の
参
加
と

い
う
山
田
香
緒
里
さ
ん
は
、「
白
羽
毛
の

人
た
ち
も
棚
田
も
魅
力
的
で
気
に
入
っ
て

来
て
い
ま
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　田代集落は、市の無形民俗文化財

に指定されている田代神楽が有名

です。集落の人たちによって大切に

受け継がれてきた神楽は、150 ～

160年前に東頸城地方から伝えられ

たといわれ、狂言や踊りなど多彩な

演目で構成されています。現在は後

継者不足などで神楽を披露する場が少なくなったとい

うことでしたが、５月９日㈯にあった寄り合いでは、

７月19日㈰に開催する恒例の七ツ釜まつりで神楽を

披露しようと、全員で気持ちを一つにしました。保存

会長の桑原直幸さん（61歳）は、「一時は神楽をやめ

ようと思いもしましたが、若い人や女性が加わってく

れて、また頑張

ってみようとい

う気になりまし

た。まつりでは、

たくさんの人に

楽しんでもらい

たいです」と話

していました。

たから
探し
たから
探し

田代編

　10月４日㈰、中里中学校体育館で、2009トキめき新潟国体デモン

ストレーションスポーツとしてユニバーサルホッケー大会が開催され

ます。中里地域は新潟県内でのユニバーサルホッケー発祥の地です。

今回から10月の大会が終わるまで、ユニバーサルホッケーの魅力や

中里地域での取り組みなどを連載で紹介します。

◆ユニバーサルホッケーはどんなスポーツ？

ユニホッケー
教室のお知らせ
　６月19日㈮に中
里体育館、７月５
日㈰に市総合体育
館で教室を開きま
す。詳しくは市報
５月25日号のお知
ら せ（18ペ ー ジ ）
をご覧ください。

ユニバーサルホッケー大会で盛り上がろう！①2009

デモスポデモスポデモスポデモスポ

　十日町市体育指導委員で、新潟県ユニバーサルホッケー協会中里支

部長でもある吉
きち

楽
らく

一彦さんに聞いてみました。「皆さん、アイスホッ

ケーはご存知だと思います。ユニホッケー（ユニバーサルホッケーの

略称）は、それを氷の上でなく、体育館などの屋内でできるようにし

た気軽なスポーツ。６人ずつの

２チームが、１つのボールを取

り合い、相手のゴールに数多く

入れた方が勝ちとなるゲームで

す。だれでも楽しめるよう、必

ず男女混合でチームを組むなど

ルールも工夫されています。６

月・７月と教室を開きますので、

初めての人も気軽に、どんどん

参加してください」貝野スポーツクラブ練習の様子

10市報とおかまち『だんだん』平成21年6月10日号市報とおかまち『だんだん』平成21年6月10日号11



チャレンジチャレンジ

　
市
で
は
、
職
場
や
学
校
、
人
間
ド

ッ
ク
な
ど
で
健
康
診
断
を
受
診
す
る

機
会
の
な
い
人
に
住
民
健
診
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
年
齢
に
よ
っ
て
健
診

時
に
必
要
な
も
の
が
異
な
り
ま
す
の

で
、
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
自
営
業
や
主
婦
の
人
、
会
社
な
ど

で
健
診
の
受
診
機
会
が
な
い
人

【
持
ち
物
】

・
健
康
診
査
受
診
票
兼
受
診
券

・
受
診
料
　
２
、０
０
０
円

●
十
日
町
市
国
民
健
康
保
険
に
加
入

し
て
い
る
人

【
持
ち
物
】

・
保
険
証
※
必
ず
お
持
ち
く
だ
さ
い

・
健
康
診
査
受
診
票
兼
受
診
券

・
受
診
料
　
１
、３
０
０
円

　（
70
歳
以
上
の
人
は
無
料
）

●
十
日
町
市
国
民
健
康
保
険
以
外
の

医
療
保
険
に
加
入
し
て
い
る
人
の
被

扶
養
者
（
会
社
な
ど
に
勤
め
て
い
る

人
の
扶
養
に
な
�
て
い
る
人
）

　
加
入
し
て
い
る
医
療
保
険
の
保
険

者
（
保
険
証
の
発
行
元
）
が
契
約
す

る
医
療
機
関
な
ど
で
受
診
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　
対
象
者
へ
は
、
加
入
し
て
い
る
保

険
者
か
ら
受
診
案
内
や
受
診
券
が
配

布
さ
れ
ま
す
（
受
診
券
の
発
行
に
申

請
が
必
要
な
場
合
が
あ
り
ま
す
）。

受
診
会
場
・
日
時
・
料
金
な
ど
は
、

受
診
案
内
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

【
市
の
住
民
健
診
が
会
場
と
し
て
指

定
さ
れ
て
い
る
人
の
持
ち
物
】

・
保
険
証

・
特
定
健
康
診
査
受
診
券
（
保
険
者

　
発
行
）

・
自
己
負
担
金
（
保
険
者
に
よ
り
金

　
額
は
異
な
り
ま
す
）

【
持
ち
物
】

・
健
康
診
査
受
診
票
兼
受
診
券

※
昨
年
度
と
会
場
が
一
部
変
更
に
な

　
っ
て
い
る
地
区
が
あ
り
ま
す
の
で

　
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

※
受
診
日
を
変
更
し
た
い
場
合
は
、

　
受
診
予
定
日
の
前
日
ま
で
に
健
康

　
支
援
課
ま
た
は
各
支
所
市
民
課
ま

　
で
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

※
住
民
健
診
や
各
種
が
ん
検
診
は
、

　
随
時
申
込
み
で
き
ま
す
の
で
問
い

　
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

お年寄りの健康を守るために
　
十
日
町
が
好
き
で
す
ね
。
高
校
卒
業
後
も
地
元
か
ら

離
れ
た
く
な
い
た
め
、
自
宅
か
ら
通
え
る
栄
養
士
養
成

学
校
に
進
学
し
ま
し
た
。
栄
養
士
は
地
味
な
仕
事
で
す

が
、
生
活
の
基
本
で
あ
る
食
を
と
お
し
て
健
康
を
管
理

で
き
る
充
実
感
が
あ
り
ま
す
。

　
今
の
会
社
に
就
職
し
て
10
年
に
な
り
ま
す
。
仕
事
は

と
て
も
楽
し
く
、
職
場
の
雰
囲
気
も
最
高
で
す
。
何
よ

り
お
年
寄
り
か
ら
、「
あ
り
が
と
う
、ご
飯
お
い
し
い
よ
」

と
言
わ
れ
る
と
う
れ
し
く
な
り
ま
す
。

　
休
み
の
日
は
ジ
ム
で
汗
を
流
し
て
い
る
こ
と
が
多
い

で
す
。
趣
味
と
い
う
か
、
体
力
向
上
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

で
す
ね
。
栄
養
士
と
い
う
と
事
務
仕
事
が
多
い
イ
メ
ー

ジ
が
あ
り
ま
す
が
、
仕
事
の
9
割
は
調
理
室
で
の
立
ち

仕
事
で
す
。
私
は
体
が
小
さ
く
て
、
大
き
な
な
べ
で
腰

を
痛
め
た
こ
と
が
あ
る
の
で
、
職
場
の
皆
さ
ん
に
迷
惑

を
か
け
な
い
よ
う
自
己
管
理
に
努
め
て
い
ま
す
。

　
現
在
子
育
て
に
奮
闘
中
で
す
。
夫
婦
共
働
き
な
の
で

家
族
や
職
場
の
協
力
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら

も
ず
っ
と
こ
の
職
場
で
働
き
た
い
で
す
ね
。

◯48

ごみ減量のすすめ③

3

市民生活課環境政策室　☎ 757-3740

現在の十日町市のマイバッグ持参率は30％です。

１人がマイバッグ持参を５年間続けると、レジ袋1,500枚分の節

約になります。

　現在、国内では年間300億枚のレジ袋が消費されています。レジ

袋１枚を作るのにおちょこ１杯の石油が使われますので、200ℓド

ラム缶に換算すると、なんと300万個分。１人当たりでは、年間約

300枚を使っている計算になります。

　レジ袋は、とても便利。買い物以外でも、自家製の野菜を運んだ

り、ごみ箱の内袋にしたりといろいろ使えます。しかし、資源には

限りがあります。石油はあと40年で無くなってしまうともいわれ

ています。

　レジ袋を減らしただけでは石油の問題は解決しませんが、これを

きっかけに普段の生活を見直しませんか。

マイバッグやマイバスケットで買い物を！

《マイバッグキャンペーンのお知らせ》
　６月17日㈬午後４時30分から、リオン・ドール十日町店、原信十日町店、

ジャスコ十日町店の店頭でキャンペーンの呼びかけを行います。

　皆さんのご協力をお願いします。

48

問合せ 健康支援課成人保健係
☎ 757-9764

 

16
歳
か
ら
39
歳
の
人

６
月
か
ら
住
民
健
診
が
始
ま
り
ま
す

 

40
歳
か
ら
75
歳
の
人

 

76
歳
以
上
の
人

健康診査（住民健診）
の検査項目

身体計測（40～74歳は腹
囲測定あり）、血圧測定、
検尿、血液検査（脂質・
血糖・肝機能・貧血）
＊一定基準の中で、医師
が必要と認めた場合のみ、
心電図・眼底検査を実施

★
１
年
に
１
回
は
健
康
診
断
を

　

受
け
ま
し
ょ
う

阿部 泰周
    ちゃん

あべ　たいしゅうちゃん
平成18年５月16日生まれ
本町６－１　　　   (写真左）

 雪まつりのステージを見て、「ここで歌いたい」
と言うくらい音楽が好きなたいちゃん。鼓笛隊で大
だいこをしているましゅうお兄ちゃんが練習をする
ときも、まねをしていっしょに楽しく演奏します。

根津 勇真
    ちゃん

ねつ　ゆうまちゃん
平成17年８月４日生まれ
八幡田町　　　　  （写真右）

 チラシで作った特製の剣で、妹のみゆうちゃん
やじぃじ、ばぁばと戦いごっこをするのが大好
き！いつも元気いっぱいなゆうまちゃんは、大き
くなったら消防車に乗るのが夢です。

村山　恵 さん
1976年生

市内特別養護老人ホーム勤務
（石本商事㈱所属）

先月の竹内寛揮さんからのバトンタッチ。
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地
域
資
源
活
用
・

　
農
商
工
等
連
携

　
　
　
セ
ミ
ナ
ー

地
域
資
源
活
用
・

　
農
商
工
等
連
携

　
　
　
セ
ミ
ナ
ー

Ａ
Ｅ
Ｄ
で
人
命
を
救
う
取
り
組
み

十日町産コシヒカリを用いた地域おこし

新
緑
の
中
で
大
名
行
列

　

５
月
24
日
㈰
、
第
39
回
節
黒
城
山
開
き
ま
つ

り
が
川
西
地
域
の
節
黒
城
跡
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
節
黒
城
は
、
南
北
朝
時
代
の
１
３
５
２
年

（
正
平
７
）、
新
田
一
族
の
拠
点
と
し
て
築
城
さ

れ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
山
頂
で
の
安
全

祈
願
祭
の
後
、
中
条
の
大
井
田
城
を
は
じ
め
と

す
る
、
市
内
・
小
千
谷
市
に
点
在
す
る
８
城
と

の
間
で
の
ろ
し
交
換
が
行
わ
れ
、
こ
れ
を
合
図

に
祭
り
の
メ
ー
ン
で
あ
る
大
名
行
列
が
、
新
緑

の
ま
ぶ
し
い
山
を
下
り
始
め
ま
し
た
。
中
腹
の

広
場
に
到
着
後
、
埋
蔵
金
探
し
や
芸
能
大
会
が

催
さ
れ
、
大
勢
の
人
出
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

早稲田大学の講義を松代で体験　早稲田松代塾

　５月24日㈰、早稲田大学松代セミナーハウス（蒲生）で松代早稲田
協力会主催による「早稲田松代塾」（塾長：平澤茂一早稲田大学名誉
教授）が開講されました。この講座は、松代地域と早稲田大学との交
流30周年記念事業として行われているものです。佐藤能丸早稲田大学
講師による５回の連続講座で「近代日本の思想と文化」と題し、幕末
から戦後にかけて日本の思想と文化に影響を与えた10人の人物を学
びます。第１回のこの日は、福澤諭吉と大隈重信。佐藤さんは日本近
現代史が専門で、２人の歴史上の功績に加え、ときおり実生活でのエ
ピソードなどを漫談調で話し、終始受講生に興味を引き付けていまし
た。この講座は今年から毎年度開講され、どなたでも受講できます。

　６月１日㈪、十日町商工会議所で第１回十日町おにぎり軍
団総会が開催されました。ご当地グルメによる地域おこしの
取り組みが全国各地で行われる中、日本一の十日町産コシヒ
カリを使い産業を創造しようと、商工会議所青年部が事務
局として昨年から取り組んできたものです。軍団では、手の
ぬくもりや愛情を感じる名物料理として十日町おにぎりを提
案。31の飲食店などが加盟し、今年行われる大地の芸術祭
や産業フェスタ、十日町雪まつりなどでおにぎりをPRして
いきます。総会後は懇親会も行われ、参加者たちはおにぎり
をほおばりながら今後の活動について意見を交わしました。

　５月11日㈪、市長室で十日町ライオンズクラ

ブからAEDの贈呈が行われました。クラブ設立

40周年を記念して市の施設に設置してもらおう

と、田村順一会長からAED ２台が関口市長に手

渡されました。田村会長は、「当クラブの設立40

周年記念として何かいいものをと考え、AEDを

贈ることとしました。人の命を救うのに役立てて

ほしいです」と話しました。

A
E
D
の
設
置
状
況

　
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
設
置
し
て
い
る
主
な
市
の

施
設
な
ど
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

　
地
域
行
事
な
ど
の
利
用
で
貸
し
出
し

可
能
な
Ａ
Ｅ
Ｄ
も
あ
り
ま
す
の
で
、
希

望
す
る
人
は
健
康
支
援
課
に
問
い
合
わ

せ
て
く
だ
さ
い
。

●
市
役
所
本
庁
舎
（
健
康
支
援
課
、

　
教
育
委
員
会
）

●
本
町
分
庁
舎

●
各
支
所
市
民
課

●
市
総
合
体
育
館

●
吉
田
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
ハ
ウ
ス

　（
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
）

●
中
央
公
民
館

●
清
津
峡
ト
ン
ネ
ル
管
理
事
務
所

●
キ
ナ
ー
レ

●
ひ
だ
ま
り
プ
ー
ル

●
川
西
診
療
所

●
倉
俣
診
療
所

●
中
里
歯
科
診
療
所

●
松
之
山
診
療
所

●
芝
峠
温
泉
雲
海

●
市
内
小
・
中
学
校

■
問
合
せ
　
健
康
支
援
課
　

　
　
　
　
　
　
☎
７
５
７

｜

３
７
１
９

市にAEDを贈呈
　
Ａ
Ｅ
Ｄ
は
自
動
体
外
式
除
細
動
器
と

い
い
、
電
気
シ
ョ
ッ
ク
で
心
臓
を
正
常

な
状
態
に
戻
す
こ
と
が
可
能
な
器
械
で

す
。
突
然
死
の
死
因
の
多
く
に
心
臓
疾

患
が
あ
り
、
心
停
止
10
分
後
に
は
ほ
と

ん
ど
の
人
が
救
命
の
チ
ャ
ン
ス
が
な
く

な
り
ま
す
が
、
早
期
に
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
使
う

こ
と
で
救
命
率
を
高
め
る
こ
と
が
で
き

る
と
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
操
作
は
簡
単
で
す
。
電
極

の
つ
い
た
パ
ッ
ド
を
胸
に
は
る
と
、
器

械
が
自
動
的
に
心
臓
の
状
態
を
判
断
し

ま
す
。
心
室
細
動
と
い
う
不
整
脈
を
起

　
市
（
６
次
産
業
振
興
室
・
産
業
振
興
課
）

で
は
、
新
潟
県
中
小
企
業
団
体
中
央
会
と

協
力
し
て
、
地
域
資
源
の
発
掘
や
新
商
品

な
ど
の
開
発
・
市
場
化
に
取
り
組
む
団
体

を
支
援
し
て
い
ま
す
。そ
の
一
環
と
し
て
、

次
の
と
お
り
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

●
日
時
＝
７
月
10
日
㈮
　
午
後
１
時
30
分

〜
４
時
40
分

●
会
場
＝
ク
ロ
ス
10

●
内
容
＝
①
午
後
１
時
30
分
〜
講
演
「
地

域
資
源
活
用
・
農
商
工
等
連
携
の
取
り
組

み
、
活
用
事
例
」
相
楽
治
氏
（
㈱
グ
リ
ー

ン
シ
グ
マ
専
務
取
締
役
）

②
午
後
３
時
〜
講
演
「
地
域
資
源
・
農
商

工
等
連
携
に
ま
つ
わ
る
商
標
・
特
許
」
㈳

発
明
協
会
新
潟
県
支
部

③
午
後
３
時
40
分
〜
個
別
相
談
会
　（
地

域
資
源
ビ
ジ
ネ
ス
、
農
商
工
連
携
ビ
ジ
ネ

ス
、
商
標
・
特
許
な
ど
）

●
申
込
み
・
問
合
せ
＝
７
月
３
日
㈮
ま
で

に
、
申
込
書
（
市
役
所
本
庁
・
支
所
・
分

庁
舎
に
配
置
）
に
記
入
の
う
え
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

で
新
潟
県
中
小
企
業
団
体
中
央
会

（
F
A
X
０
２
５
―
２
６
７
―
１
３
８
６

☎
０
２
５
―
２
６
７
―
１
１
０
０
）
へ
。

こ
し
て
い
れ
ば
、
強
い
電
流
を
一
瞬
流
し

て
電
気
シ
ョ
ッ
ク
を
与
え
、
心
臓
の
状
態

を
正
常
に
戻
す
機
能
を
持
っ
て
い
ま
す
。

電
源
を
入
れ
る
と
使
用
方
法
を
音
声
案
内

が
指
示
し
て
く
れ
ま
す
の
で
だ
れ
で
も
使

う
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
人
が
倒
れ
た
と

き
な
ど
は
な
か
な
か
冷
静
に
動
け
な
い
も

の
で
す
。
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
い
方
だ
け
で
は
な

く
、
心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
な
ど
も
含
め
、
消

防
署
や
日
本
赤
十
字
社
新
潟
県
支
部
で
実

施
し
て
い
る
救
命
講
習
を
受
け
て
お
く
と

安
心
で
す
。

14市報とおかまち『だんだん』平成21年6月10日号

　このコーナーは、まちの話題や活
動などを紹介しています。情報があ
りましたら、総務課広報広聴係（☎
757─3112）へ、気軽にお寄せくださ
い。
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里
親
を
募
集
し
ま
す

環
境
家
計
簿
を
つ
け
ま
せ
ん
か

上
越
テ
ク
ノ
ス
ク
ー
ル

訓
練
受
講
生
募
集

キ
ナ
ー
レ
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

出
展
者
募
集

県
立
魚
沼
テ
ク
ノ
ス
ク
ー
ル

学
校
説
明
会

県
農
業
大
学
校
農
産
加
工

発
展
研
修

　
森
林
浴
を
満
喫
し
ま
せ
ん
か
。
自

然
観
察
員
の
解
説
付
き
で
す
。
●
日

時
＝
６
月
28
日
㈰
午
前
８
時
30
分
〜

●
集
合
場
所
＝
清
津
峡
ホ
テ
ル
せ
と

ぐ
ち
●
参
加
費
＝
大
人
１
、
０
０
０

円
、
小
学
生
以
下
５
０
０
円
●
定
員

＝
先
着
20
人
●
持
ち
物
＝
昼
食
、
雨

具
、
着
替
え
●
申
込
み
・
問
合
せ
＝

６
月
24
日
㈬
ま
で
に
市
観
光
協
会
中

里
支
部
（
☎
７
６
３
―
３
１
６
８
）

　
毎
年
秋
に
開
催
す
る
文
化
祭
を
、

今
年
は
初
夏
に
行
い
ま
す
。
山
菜
や

地
元
野
菜
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
っ
た
料

理
が
並
び
ま
す
。
●
日
時
＝
６
月
14

日
㈰
午
前
11
時
〜
（
試
食
は
正
午
〜
）

●
会
場
＝
中
里
総
合
セ
ン
タ
ー
●
参

加
費
＝
試
食
の
人
は
カ
ン
パ
を
受
け

●
日
時
＝
６
月
14
日
㈰
午
前
９
時
〜

午
後
３
時
●
会
場
＝
宮
中
ダ
ム
、
水

沢
公
民
館
●
参
加
費
＝
３
、
０
０
０

円
●
問
合
せ
＝
水
沢
公
民
館
（
☎
７

５
８

−

３
１
０
１
）

　
音
楽
を
聴
き
な
が
ら
蛍
を
楽
し
み

ま
せ
ん
か
。
●
日
時
＝
６
月
21
日
㈰

午
後
７
時
〜
※
雨
天
の
場
合
は
室
内

●
日
時
＝
〜
７
月
５
日
㈰
午
前
９
時

〜
午
後
６
時
●
会
場
＝
ク
ロ
ス
10
●

展
示
内
容
＝
明
石
縮
衣
装
、
竹
久
夢

二
画
ポ
ス
タ
ー
ほ
か
●
問
合
せ
＝
ク

ロ
ス
10
（
☎
７
５
７
―
２
３
２
３
） 

　
申
込
み
方
法
な
ど
詳
し
く
は
問
い

合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。
●
日
時
＝
７

月
26
日
㈰
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

30
分
●
会
場
＝
長
岡
技
術
科
学
大

学
（
長
岡
市
）
●
対
象
＝
高
校
生
・

高
専
生
・
短
大
生
・
中
学
生
及
び
教

師
、
保
護
者
な
ど
●
内
容
＝
公
開
研

究
室
、
模
擬
講
義
、
入
試
相
談
ほ
か

●
申
込
み
・
問
合
せ
＝
７
月
15
日
㈬

ま
で
に
長
岡
技
術
科
学
大
学
入
試
課

●
日
時
＝
６
・
７
月
の
毎
週
木
曜
日

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分
●
会
場

＝
キ
ナ
ー
レ
●
参
加
費
＝
１
回
５
０

０
円
※
浴
衣
一
式
持
参
（
有
料
貸
し

出
し
あ
り
）
●
定
員
＝
10
人
（
当
日

受
付
可
）
●
申
込
み
・
問
合
せ
＝
キ

ナ
ー
レ
（
☎
７
５
２
―
０
１
１
７
）

　
生
後
４
か
月
〜
１
歳
前
後
の
犬
を

飼
っ
て
い
る
人
が
対
象
で
す
。
●
日

時
＝
７
月
８
日
㈬
・
15
日
㈬
・
22
日

㈬
午
後
７
時
〜
８
時
30
分
（
３
日
間

で
１
セ
ッ
ト
）
●
会
場
＝
十
日
町
保

健
所
駐
車
場
●
受
講
料
＝
２
、
０
０

０
円
（
動
物
愛
護
協
会
会
員
は
１
、

０
０
０
円
）
●
定
員
＝
先
着
15
人
●

申
込
み
・
問
合
せ
＝
十
日
町
地
域
振

興
局
健
康
福
祉
部
衛
生
環
境
課
（
☎

７
５
７

│

２
７
０
７
）

●
日
時
＝
６
月
26
日
㈮
〜
８
月
７
日

㈮
の
毎
週
金
曜
日
・
８
月
21
日
㈮
午

前
９
時
〜
11
時
30
分
（
全
８
回
）
●

会
場
＝
サ
ン
ク
ロ
ス
十
日
町
●
対
象

＝
高
齢
者
の
介
護
予
防
活
動
の
支
援

に
興
味
の
あ
る
人
●
参
加
費
＝
無
料

●
定
員
＝
30
人
※
昨
年
度
未
受
講
者

の
み
●
申
込
み
・
問
合
せ
＝
６
月
19

日
㈮
ま
で
に
市
社
会
福
祉
協
議
会

（
☎
７
５
０

│

５
０
１
２
）

●
日
時
＝
７
月
５
日
㈰
午
前
９
時
30

分
〜
（
開
場
９
時
）
●
会
場
＝
ク
ロ

ス
10
●
入
場
料
＝
無
料
●
問
合
せ
＝

市
観
光
協
会
（
☎
７
５
７

│

３
３
４

５
）

●
日
時
＝
６
月
23
日
㈫
午
後
７
時
〜

（
受
付
６
時
30
分
）
●
会
場
＝
市
民

体
育
館
●
参
加
費
＝
５
０
０
円
●
持

ち
物
＝
内
履
き
※
運
動
の
で
き
る
服

装
で
参
加
●
問
合
せ
＝
高
橋
（
☎
７

５
７
―
２
６
８
６
）

　
百
名
山
「
白
山
」
へ
の
１
泊
登
山

で
す
。
●
期
日
＝
７
月
25
日
㈯
・
26

日
㈰
●
参
加
費
＝
２
５
、
０
０
０
円

●
定
員
＝
先
着
30
人
●
申
込
み
＝
６

月
25
日
㈭
ま
で
に
中
央
公
民
館
（
☎

７
５
７

−

５
０
１
１
）
●
問
合
せ
＝

お
だ
ま
き
山
の
会
・
保
坂
（
☎
７
５

８
―
３
３
８
０
）

●
日
時
＝
６
月
26
日
㈮
午
後
７
時
〜

８
時
30
分
●
会
場
＝
中
央
公
民
館
●

参
加
費
＝
無
料
●
定
員
＝
40
人
●
テ

ー
マ
＝
「
く
ら
し
に
身
近
な
金
融
講

座
」
●
講
師
＝
小
林
敏
之
さ
ん
（
金

融
広
報
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
）
●
申
込
み
・

問
合
せ
＝
生
涯
学
習
課
（
☎
7
5
7

│

８
９
１
８
） 

　
エ
コ
ア
ク
シ
ョ
ン
21
は
、
中
小
企

業
が
取
り
組
み
や
す
い
環
境
経
営
シ

ス
テ
ム
で
す
。
環
境
へ
の
取
組
み
の

推
進
だ
け
で
は
な
く
、
事
業
所
の
光

熱
水
費
な
ど
の
経
費
節
減
や
生
産
性

の
向
上
が
期
待
で
き
ま
す
。
講
座
は

８
月
か
ら
12
月
ま
で
６
回
行
わ
れ
ま

付
け
て
い
ま
す
●
問
合
せ
＝
食
の
文

化
祭
実
行
委
員
会
（
中
里
支
所
地
域

振
興
課
内
☎
７
６
３
―
２
５
１
１
）

す
。
●
受
講
料
＝
無
料
●
申
込
み
・

問
合
せ
＝
７
月
10
日
㈮
ま
で
に
市
民

生
活
課
環
境
政
策
室
（
☎
７
５
７
―

３
７
４
０
）

　
建
設
機
械
技
能
検
定
の
試
験
合
格

を
目
標
に
、
実
技
講
習
を
行
い
ま

す
。
●
受
講
期
間
＝
７
月
11
日
㈯
・

12
日
㈰
午
前
９
時
〜
午
後
４
時
●
受

講
料
＝
３
、
９
０
０
円
●
定
員
＝
20

人
（
申
込
み
多
数
の
場
合
抽
選
）
●

会
場
・
申
込
み
・
問
合
せ
＝
６
月
24

日
㈬
ま
で
に
県
立
上
越
テ
ク
ノ
ス
ク

ー
ル
（
☎
０
２
５
―
５
４
５

│

２
１

　
オ
ー
プ
ン
６
周
年
イ
ベ
ン
ト
に
合

わ
せ
て
出
店
し
ま
せ
ん
か
。
●
日
時

＝
７
月
５
日
㈰
午
前
10
時
〜
午
後
４

時
●
会
場
＝
キ
ナ
ー
レ
●
出
店
料
＝

１
区
画
５
０
０
円
（
テ
ー
ブ
ル
、
イ

ス
付
き
１
、
０
０
０
円
）
●
定
員
＝

先
着
20
区
画
●
申
込
み
・
問
合
せ
＝

キ
ナ
ー
レ
（
☎
７
５
２
―
０
１
１
７
）

　
さ
ま
ざ
ま
な
理
由
か
ら
家
庭
で
生

活
で
き
な
い
子
ど
も
を
家
族
の
一
員

と
し
て
温
か
く
迎
え
、
愛
情
を
持
っ

て
養
育
し
て
く
れ
る
人
を
募
集
し
て

い
ま
す
。
●
申
込
み
・
問
合
せ
＝
南

魚
沼
児
童
相
談
所
（
☎
０
２
５
―
７

７
０
―
２
４
０
０
）

　
皆
さ
ん
の
家
庭
で
ど
れ
く
ら
い
の

二
酸
化
炭
素
を
出
し
て
い
る
か
分
か

地域でセミナーを開催する
女性グループを募集します
～21年度十日町市男女共同参画推進委託事業～

●事業期間：７月～ 22年２月　●委託料：上限20万円

●応募締切：７月10日㈮※７月中に応募者へ結果を通知

●応募方法：希望するグループは、総合政策課、公民館

などに配置してある応募用紙か任意様式に、グループ

名・代表者住所・氏名・連絡先・グループＰＲ・セミ

ナーのテーマ・概算事業費を記入し総合政策課に提出

してください。（FAX、メールも可）

●問合せ：

　総合政策課自治振興係　☎757-3193　FAX 752-4635

　電子メール：t-sogo@city.tokamachi.lg.jp

　市では、手づくりのセミナーの企画・運営を委託する

『女性を中心としたグループ（団体）』を募集します。皆

さんが地域に発信したいテーマなら、まちづくり、子育

て、福祉、介護、健康、教育、環境など自由です。

※男女共同参画社会の実現に反しないこと、営利を目的

　としたものでないことが条件です

　
漬
物
や
豆
腐
を
例
に
製
品
開
発
の

た
め
の
試
作
の
基
本
的
配
合
や
、
各

種
加
工
方
法
の
実
演
な
ど
を
行
い
ま

す
。
●
期
日
・
内
容
＝
①
７
月
22
日

㈬

：

豆
腐
②
29
日
㈬

：

古
漬
け
（
下

漬
け
）
③
８
月
４
日
㈫

：

古
漬
け
（
漬

け
な
お
し
）
④
10
月
14
日
㈬

：

古
漬

け
（
調
味
１
回
目
）
⑤
11
月
11
日
㈬

：

古
漬
け
（
調
味
２
回
目
）
⑥
12
月
２

日
㈬

：

古
漬
け
（
調
味
・
殺
菌
）
※

古
漬
け
は
連
続
し
て
受
講
し
て
く
だ

さ
い
●
会
場
＝
農
業
大
学
校
研
修
セ

ン
タ
ー
（
新
潟
市
西
蒲
区
）
●
対
象

＝
農
産
加
工
者
、
起
業
家
志
向
の
農

業
者
●
定
員
＝
各
日
10
人
※
農
産
加

工
特
別
研
修
も
開
催
し
ま
す
。
詳
細

は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
●
申
込

み
・
問
合
せ
＝
開
催
の
２
週
間
前
ま

で
に
農
業
大
学
校
研
修
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
２
５
６
―
72
―
８
５
４
７
）

入
学
試
験
第
２
係
（
☎
０
２
５
８
―

47
―
９
２
５
８
）

　
ガ
イ
ダ
ン
ス
を
と
お
し
て
技
能
・

知
識
の
習
得
方
法
を
紹
介
し
ま
す
。

●
日
時
＝
６
月
20
日
・
７
月
18
日
・

８
月
22
日
・
９
月
26
日
の
各
土
曜
日

午
後
１
時
30
分
〜
●
会
場
＝
県
立
魚

沼
テ
ク
ノ
ス
ク
ー
ル
●
対
象
＝
本
年

度
卒
業
見
込
み
の
中
・
高
生
及
び
保

護
者
と
お
お
む
ね
30
歳
ま
で
の
既
卒

者
●
参
加
費
＝
無
料
●
科
目
＝
木
造

建
築
、
電
気
施
設
、
エ
ク
ス
テ
リ
ア

左
官
●
申
込
み
・
問
合
せ
＝
開
催
の

２
日
前
ま
で
に
県
立
魚
沼
テ
ク
ノ
ス

ク
ー
ル
（
☎
０
２
５

｜

７
９
４

｜

２

４
１
０
）

曜日・時間 内　　　　容 講　師

７/７㈫ 午後７時～
いざ料理！料理の基本は包丁から
「包丁を研いでみよう」

井之川勝一さん

７/21㈫ 午後７時～ 新じゃがでおいしい「肉じゃが」を作ろう 志田　中　さん

８/４㈫ 午後７時～ 簡単、おいしいピザ作り 志田　中　さん

８/18㈫ 午後７時～ 旬のトマトでパスタを作ろう 志田　中　さん

９/１㈫ 午後７時～ ひき肉料理「メンチカツ」 関野裕子　さん

９/15㈫ 午後７時～ 妻有ポークを使って「メーンディッシュ」 関野裕子　さん

10/６㈫ 午後７時～ 秋野菜を使ったデザート 金木明子　さん

10/20㈫ 午後７時～ フルーツたっぷりデザート 金木明子　さん

11/４㈬ 午後７時～ 「煮魚」を上手に作るには 滝沢由紀　さん

11/17㈫ 午後７時～ 魚を下ろして刺身のお造り 山﨑宏樹　さん

12/１㈫ 午後７時～ 手軽にできるおせち料理 滝沢由紀　さん

12/15㈫ 午前７時30分～ 卸売り市場の見学 十日町生鮮食品

あなたの「心のステップアップ」応援します

　今までまったく料理をした経験がなくても大丈夫です。持
ち物など詳細は各公民館に置いてある申込書をご覧ください。

●会場＝中央公民館　●参加費＝2,200円　●定員＝先着25人
●申込み・問合せ＝７月１日㈬までに、申込書に参加費を添え
　て中央公民館　☎757-5011

成人講座【男の料理】参加者募集

新
緑
の
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
ツ
ア
ー

抒
情
詩
の
十
日
町
小
唄
物
語
展

犬
の
し
つ
け
方
教
室

お
だ
ま
き
山
の
会
市
民
登
山

レ
ク
ダ
ン
ス
講
習
会

第
５
回
な
か
さ
と
食
の
文
化
祭

公
民
館
設
置
60
周
年
記
念
事
業

水
沢
・
川
治
・
六
箇
地
区

公
民
館
俳
句
大
会

と
お
か
ま
ち
市
民
楽
校

　
　
　
　

〈
マ
ネ
ー
編
〉

第
28
回
十
日
町
小
唄

日
本
一
優
勝
大
会

エ
コ
ア
ク
シ
ョ
ン
21

取
得
講
座

震
災
復
興
イ
ベ
ン
ト

西
田
尻 

音
と
ほ
た
る
の
夕
べ

介
護
予
防
サ
ポ
ー
タ
ー

育
成
講
座

長
岡
技
術
科
学
大
学

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

キ
ナ
ー
レ
体
験
工
房
館

浴
衣
着
付
け
教
室

９
０
） 

　

り
ま
す
か
。
環
境
家
計
簿
は
、
各
家

庭
の
二
酸
化
炭
素
の
排
出
量
を
目
に

見
え
る
形
に
し
た
も
の
で
す
。
市
民

環
境
会
議
で
は
、
８
月
か
ら
環
境
家

計
簿
づ
く
り
に
参
加
し
て
く
れ
る
家

庭
を
募
集
し
ま
す
。
希
望
す
る
人
は

７
月
10
日
㈮
ま
で
に
連
絡
し
て
く
だ

さ
い
。
●
申
込
み
・
問
合
せ
＝
市
民

生
活
課
環
境
政
策
室
（
☎
７
５
７
―

３
７
４
０
）

　
詳
細
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ

い
。【
玉
掛
け
技
能
講
習
】
●
受
講

期
間
＝
７
月
27
日
㈪
〜
30
日
㈭
の
う

魚
沼
地
域
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー

受
講
生
募
集

で
の
演
奏
と
蛍
の
ス
ラ
イ
ド
シ
ョ
ー

●
会
場
＝
西
田
尻
集
落
●
参
加
費
＝

大
人
１
、
０
０
０
円
、
中
・
高
生

５
０
０
円
、
小
学
生
以
下
無
料
（
ワ

ン
ド
リ
ン
ク
付
き
）
●
申
込
み
・
問

合
せ
＝
西
田
尻
区
長
・
樋
口
（
☎

７
６
３
―
２
４
３
１
）

16市報とおかまち『だんだん』平成21年6月10日号

お知らせ・ガイド

市報とおかまち『だんだん』平成21年6月10日号17

お知らせ・ガイド 十日町・川西・中里地域と松代・松之山地域間の☎には市外局番 025 が必要です



▼
自
宅
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使
い
始
め

て
十
数
年
。
い
ま
だ
に
ダ
イ
ヤ
ル
ア
ッ
プ

接
続
と
い
う
方
法
で
し
た
の
で
、
調
べ
も

の
を
す
る
に
も
時
間
が
か
か
り
、
動
画
を

見
る
な
ん
て
夢
の
ま
た
夢
で
し
た
。
そ
れ

が
、
こ
の
市
報
が
発
行
さ
れ
る
こ
ろ
に
は

光
回
線
に
切
り
替
わ
り
、通
信
速
度
は
１
、

０
０
０
倍
も
速
く
な
る
よ
う
で
す
。
徒
歩

か
ら
急
に
飛
行
機
で
移
動
す
る
よ
う
な
感

覚
で
し
ょ
う
か
。

▼
カ
エ
ル
の
大
合
唱
が
聞
こ
え
て
く
る
よ

う
な
田
舎
に
住
ん
で
い
て
も
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
買
い
物
を
し
た
り
情
報
を
集
め

た
り
す
る
こ
と
が
快
適
に
で
き
る
便
利
な

社
会
に
な
り
ま
し
た
。
が
、
一
方
で
は
犯

罪
や
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
侵
害
な
ど
深
刻
な

問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ト
ラ
ブ
ル
に
巻

き
込
ま
れ
な
い
よ
う
に
ウ
イ
ル
ス
対
策
や

▼
身
近
な
エ
コ
の
一
つ
が
、
マ
イ
バ
ッ
グ

の
持
参
で
す
。
オ
リ
ジ
ナ
ル
バ
ッ
グ
を

作
っ
て
使
っ
て
い
る
人
も
い
る
よ
う
で
す

が
、
市
販
さ
れ
て
い
る
エ
コ
バ
ッ
グ
も
、

有
名
ブ
ラ
ン
ド
の
も
の
や
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー

感
覚
で
携
帯
で
き
る
も
の
な
ど
デ
ザ
イ
ン

が
豊
富
。
最
近
は
プ
レ
ゼ
ン
ト
と
し
て
も

人
気
が
あ
る
よ
う
で
す
。

▼
エ
コ
に
取
り
組
む
の
と
ダ
イ
エ
ッ
ト
に

挑
戦
す
る
の
は
、
ち
ょ
っ
と
似
て
い
る

気
が
し
ま
す
。
ど
ん
な
に
意
気
込
ん
で

も
、
普
段
し
な
い
こ
と
を
急
に
や
ろ
う
と

す
る
と
疲
れ
て
し
ま
う
し
、
楽
し
さ
や
や

り
が
い
が
な
い
と
な
か
な
か
続
け
ら
れ
ま

せ
ん
。
マ
イ
バ
ッ
グ
持
参
の
魅
力
は
、
気

軽
に
取
り
組
め
る
こ
と
と
、
お
し
ゃ
れ
と

し
て
も
楽
し
め
る
こ
と
。
お
気
に
入
り
の

信
用
が
な
い
サ
イ
ト

は
見
な
い
な
ど
、
使

い
方
に
は
気
を
付
け

た
い
も
の
で
す
。

バ
ッ
グ
を
使
う
だ
け

で
、
い
つ
も
の
買
い

物
に
ち
ょ
っ
と
花
を

添
え
て
く
れ
ま
す
。

(五) (佐)

　
ご
み
処
理
に
使
う
指
定
袋
に
は
、

燃
や
す
ご
み
用
・
埋
立
て
ご
み
用
と

も
に
大
・
中
・
小
の
規
格
が
あ
り
ま

す
が
、
極
小
サ
イ
ズ
（
５
リ
ッ
ト
ル
）

も
用
意
し
ま
し
た
。
価
格
は
10
枚
１

０
０
円
で
す
。
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
問
合
せ
＝
環
境
衛
生
課
（
☎
７
５

　
７
月
１
日
㈬
、
経
済
セ
ン
サ
ス
基

礎
調
査
が
行
わ
れ
ま
す
。
全
国
す
べ

て
の
事
業
所
及
び
企
業
が
調
査
対
象

と
な
る
大
規
模
な
統
計
調
査
で
す
。

こ
の
調
査
は
、
地
域
の
ま
ち
づ
く
り

　地元の農産品を活用した食品加工や直売所の

開業、レストランの経営などに挑戦したいと考

えている人や、法人化により経営力と営業力を

強化したいと考えている人を対象に創業支援セ

ミナーを開催します。

■日時　①６月29日㈪　②30日㈫

　　　　　いずれも午後１時30分〜４時30分

■会場　①アトリウム長岡（長岡市）

　　　　②新潟テルサ（新潟市）

■参加費　無料　■定員　各日60人

■内容

　１．農産物直売所の成功事例発表

　２．創業としての農産品分野の可能性（講演）

　３．企業組合、有限責任事業組合（LLP）　

　　　及び合同会社（LLC）の仕組み

■申込み・問合せ　

　　県中小企業団体中央会連携推進課

　　　　　　　　　☎025-267-1100

〜農産品を活用したビジネスチャンスに挑戦〜

創業セミナーのご案内

　
22
年
４
月
１
日
採
用
の
職
員
を
募

集
し
ま
す
。
●
受
験
資
格
＝
昭
和
63

年
４
月
２
日
〜
平
成
４
年
４
月
１
日

生
ま
れ
の
人
●
受
付
期
間
＝
６
月
23

日
㈫
〜
30
日
㈫
（
土
・
日
曜
日
は
除

く
）
※
当
日
消
印
有
効
●
試
験
日
＝

▼
第
１
次
試
験
（
教
養
試
験
・
適
性

試
験
・
作
文
）

：

９
月
６
日
㈰
●
会

場
＝
▼
第
１
次
試
験

：

人
事
院
地
方

事
務
局
が
示
し
た
試
験
地
の
う
ち
希

望
す
る
会
場
●
申
込
書
請
求
・
問
合

せ
＝
関
東
信
越
国
税
局
人
事
第
二
課

試
験
係
（
☎
０
４
８

−

６
０
０

−

３

１
１
１
）
●
提
出
＝
第
１
次
試
験
を

管
轄
す
る
人
事
院
地
方
事
務
局

　
３
か
月
間
で
介
護
ヘ
ル
パ
ー
２
級

の
取
得
と
就
職
を
目
指
し
ま
す
。
詳

細
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。
●

定
員
＝
20
人
●
会
場
＝
A
B
C
介
護

職
員
研
修
セ
ン
タ
ー
※
ア
ル
プ
ス
電

気
小
出
工
場
内
（
魚
沼
市
）
●
選
考

日
＝
７
月
３
日
㈮
●
申
込
み
＝
６
月

26
日
㈮
ま
で
に
最
寄
り
の
ハ
ロ
ー
ワ

ー
ク
へ
●
問
合
せ
＝
県
立
魚
沼
テ
ク

ノ
ス
ク
ー
ル
（
☎
０
２
５
―
７
９
４

―
２
４
１
０
）

　
各
種
行
事
を
行
う
団
体
が
、
市
の

共
催
や
後
援
を
受
け
る
と
き
は
手
続

き
が
必
要
で
す
。
申
請
書
（
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
）
を
事
業
に
関

連
す
る
課
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

提
出
先
が
不
明
な
場
合
は
問
い
合
わ

せ
て
く
だ
さ
い
。
●
問
合
せ
＝
総
務

課
秘
書
係
（
内
線
２
０
１
）

募集住宅
建設
年度

構造 間取り
家賃

（円／月）
募集
戸数

十
日
町
地
域

黒沢
県営
住宅

S47
年度

簡易
耐火造
２階建

６帖３室、
３帖１室、

DK

19,700 ～
29,400

１戸

田川
住宅

S53
年度

鉄筋コンク
リート造
３階建

６帖２室、
4.5帖

１室、DK

14,800 ～
22,000

２戸

松
代
地
域

善宗塚
住宅

S51
年度

簡易
耐火造
３階建

６帖１室、
4.5帖２室、

DK

11,800 ～
17,600

３戸

●
募
集
期
間
＝
６
月
12
日
㈮
〜
26
日

㈮
※
入
居
資
格
な
ど
の
詳
細
は
問
い

合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
●
申
込
み
・
問

合
せ
＝
克
雪
維
持
課
建
築
住
宅
係

（
☎
７
５
７

│

９
９
３
５
）

●
応
募
資
格
＝
満
20
歳
以
上
で
信
濃

川
・
魚
野
川
に
接
す
る
機
会
が
あ
り
、

河
川
愛
護
に
関
心
を
持
ち
河
川
か
ら

お
お
む
ね
５
㎞
以
内
に
住
ん
で
い
る

人
●
内
容
＝
信
濃
川
・
魚
野
川
に
か

か
わ
る
河
川
愛
護
活
動
や
地
域
情
報

な
ど
を
月
に
一
度
定
期
報
告
●
任
期

＝
７
月
１
日
〜
22
年
６
月
30
日
●
募

集
人
数
＝
若
干
名
●
報
酬
＝
薄
謝
●

応
募
方
法
＝
ハ
ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
、

年
齢
、電
話
番
号
を
明
記
の
う
え
「
河

川
愛
護
モ
ニ
タ
ー
応
募
用
紙
希
望
」

と
記
入
し
送
付
●
申
込
み
・
問
合
せ

＝
６
月
15
日
㈪
ま
で
に
信
濃
川
河
川

事
務
所
占
用
調
整
課
（
〒
９
４
０
―

０
０
９
８
長
岡
市
信
濃
１
―
５
―
30

☎
０
２
５
８
―
32
―
３
２
６
８
）

２
―
３
９
２
４
）

寄付ありがとう
5月25日届出分まで

 (敬称略)

●とおかまち応援寄附金へ＝
大島良吉（新潟市）藤本俊
幸（神奈川県横浜市）

●地域福祉基金へ＝㈱拓越
（500,000円）軍恩会川治支
部（48,681円）

●交通遺児等援助基金へ＝十
日町オートクラブスポーツ

（40,000円）
●義務教育施設整備資金へ＝

森田佳子（東京都世田谷区・
50,000円）

●博物館へ＝太田剛（南鐙坂）
田村サガ（神奈川県横浜市）

●情報館へ＝丸山義房（本町
6-3）丸山浩（稲葉）徳永晴
子（神明町）早津賢二（妙
高市）上越市立総合博物館

（上越市）岡本㈱（奈良県広
陵町）

　
匿
名
で
エ
イ
ズ
検
査
・
B
型
及
び

C
型
肝
炎
の
検
査
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
●
日
時
＝
毎
週
火
曜
日
午
前
９

時
〜
11
時
30
分
、
毎
月
第
２
月
曜
日

午
後
５
時
30
分
〜
７
時
30
分
※
い
ず

れ
も
祝
日
を
除
く
。
事
前
予
約
が
必

要
●
会
場
＝
十
日
町
保
健
所
●
検
査

費
＝
無
料
（
証
明
書
発
行
の
場
合
は

有
料
）
●
問
合
せ
＝
十
日
町
保
健
所

（
☎
７
５
７
―
２
４
０
１
）

　
労
働
に
関
す
る
相
談
に
専
門
家
が

ア
ド
バ
イ
ス
を
し
ま
す
。
●
日
時
＝

６
月
21
日
㈰
午
後
１
時
〜
４
時
30
分

●
会
場
＝
長
岡
地
域
振
興
局
（
長
岡

市
）
●
相
談
料
＝
無
料
●
相
談
員
＝

社
会
保
険
労
務
士
ほ
か
【
県
長
岡
労

働
相
談
所
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
】

定額給付金・子育て応援特別
手当の申請をお忘れなく！

　
戦
没
者
の
遺
児
を
対
象
に
、
旧
戦

域
で
慰
霊
追
悼
を
行
い
、
地
域
住
民

と
友
好
親
善
を
図
り
ま
す
。
●
実
施

戦
域
＝
旧
満
州
、
旧
ソ
連
、、
西
部

ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
、
マ
リ
ア
ナ
諸
島
、

中
国
、
東
部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
、
ボ
ル

　
来
日
外
国
人
を
雇
用
・
就
労
さ
せ

る
場
合
、
旅
券
（
パ
ス
ポ
ー
ト
）
や

外
国
人
登
録
証
明
書
な
ど
で
在
留
期

間
や
在
留
資
格
を
確
認
す
る
こ
と
が

必
要
で
す
。
短
期
滞
在
な
ど
の
就
労

資
格
が
な
い
来
日
外
国
人
や
不
法
滞

在
の
外
国
人
を
雇
用
・
就
労
さ
せ
た

場
合
、
３
年
以
下
の
懲
役
も
し
く
は

３
０
０
万
円
以
下
の
罰
金
が
適
用
さ

れ
ま
す
。
●
問
合
せ
＝
十
日
町
警
察

署
（
☎
７
５
２
│
０
１
１
０
）　

【
市
報
お
わ
び
と
訂
正
】

●
市
報
５
月
25
日
号
に
誤
り
が
あ
り

ま
し
た
。
表
紙
の
写
真
説
明
で
「
井
沢

橋
付
近
」
と
あ
り
ま
し
た
が
、
正
し
く

は
「
伊
沢
橋
付
近
」、「
井
沢
和
紙
工
房

欅
」
と
あ
り
ま
し
た
が
、正
し
く
は
「
伊

沢
和
紙
工
房
欅
」
で
し
た
。
ま
た
、
11

ペ
ー
ジ
の
平
成
21
年
度
メ
ニ
ュ
ー
⑩

市
長
に
お
任
せ
で
、「
小
学
校
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
導
入
事
業
（
活
用
額
３
、
８
７

７
万
円
）」
と
あ
り
ま
し
た
が
、
正
し

く
は
「
小
学
校
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
導
入
事

業
（
活
用
額
３
８
７
万
７
、０
０
０
円
）」

で
し
た
。
お
わ
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

　
従
来
、
道
路
沿
い
の
立
木
に
つ
い
て

は
、
所
有
者
に
よ
る
管
理
を
お
願
い
し

て
き
ま
し
た
。
本
年
度
は
、
大
地
の
芸

術
祭
な
ど
の
大
型
イ
ベ
ン
ト
の
開
催

が
予
定
さ
れ
、
市
内
外
か
ら
多
く
の
人

が
訪
れ
ま
す
。
来
訪
者
の
安
全
で
円
滑

な
交
通
の
確
保
の
た
め
、
国
・
県
道
上

空
に
枝
な
ど
が
張
り
出
し
て
い
る
場

合
、
立
木
所
有
者
に
よ
る
伐
採
な
ど
を

　
オ
ス
ト
メ
イ
ト
（
人
工
肛
門
や
人

工
ぼ
う
こ
う
保
有
者
）
の
ス
ト
ー
マ

の
ケ
ア
に
つ
い
て
の
研
修
会
で
す
。

●
日
時
＝
①
６
月
28
日
㈰
午
前
10
時

〜
午
後
２
時
30
分
②
７
月
12
日
㈰
午

前
10
時
〜
午
後
３
時
●
会
場
＝
①
か

も
川
本
館
（
長
岡
市
）
②
高
陽
荘
（
上

越
市
）
●
参
加
費
＝
無
料
●
申
込
み
・

問
合
せ
＝
雪
椿
友
の
会
（
☎
０
２
５

―
２
２
９
―
７
７
７
５
）

　
５
月
１
日
㈮
よ
り
駐
車
禁
止
除
外

指
定
車
標
章
制
度
が
改
正
さ
れ
、
下
肢

不
自
由
３
級
２
項
及
び
３
項
、
４
級
各

項
、
視
覚
障
害
４
級
２
項
、
脳
病
変
に

よ
る
移
動
機
能
障
害
３
級
、
４
級
の
人

も
３
年
間
有
効
の
除
外
標
章
を
申
請

で
き
ま
す
。
●
問
合
せ
＝
十
日
町
警
察

署
交
通
課
（
☎
７
５
２
―
０
１
１
０
）

労
働
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
に

応
じ
て
い
ま
す
。
無
料
の
弁
護
士
相

談
も
あ
り
ま
す
（
要
予
約
）。
●
相

談
時
間
＝
月
〜
金
曜
日
午
前
８
時
30

分
〜
午
後
５
時
15
分
※
祝
日
を
除
く

●
相
談
・
問
合
せ
＝
県
長
岡
労
働
相

談
所
労
働
相
談
専
用
電
話
（
☎
０
２

５
８
―
37
―
６
１
１
０
）

公
営
住
宅
入
居
者
募
集

河
川
愛
護
モ
ニ
タ
ー
募
集

エ
イ
ズ
検
査
・
肝
炎
検
査

休
日
労
働
相
談
会
の
開
催

介
護
ヘ
ル
パ
ー
養
成
科

７
月
入
校
生
募
集

国
・
県
道
沿
線
の
立
木
の

管
理
を
お
願
い
し
ま
す

慰
霊
友
好
親
善
事
業
の

お
知
ら
せ

オ
ス
ト
メ
イ
ト
社
会
適
応

訓
練
事
業
研
修
会

21
年
度
国
家
公
務
員

Ⅲ
種
（
税
務
）
募
集

21
年
経
済
セ
ン
サ
ス

基
礎
調
査
に
ご
協
力
を

市
の
共
催
や
後
援
を
受
け
る

と
き
は
申
請
が
必
要
で
す

ご
み
処
理
指
定
袋
に
極
小

サ
イ
ズ
が
加
わ
り
ま
し
た

（
十
日
町
・
川
西
・
松
代
地
域
の
み
）

「
不
法
滞
在
」
の
外
国
人
を

雇
用
す
る
と
処
罰
さ
れ
る

こ
と
が
あ
り
ま
す

駐
車
禁
止
除
外
指
定
車
標
章

制
度
が
改
正
さ
れ
ま
し
た

ち
３
日
間
午
前
８
時
30
〜
午
後
６
時

●
受
講
料
＝
１
８
、
５
０
０
円
　【
粉

じ
ん
作
業
特
別
教
育
】
●
受
講
日
＝

７
月
６
日
㈪
午
前
９
時
55
分
〜
午
後

４
時
●
受
講
料
＝
７
、１
６
０
円
【
第

２
種
酸
素
欠
乏
危
険
作
業
特
別
教

育
】
●
受
講
日
＝
８
月
10
日
㈪
午
前

９
時
25
分
〜
午
後
４
時
40
分
●
受
講

料
＝
７
、
７
６
０
円
●
会
場
・
申
込

み
・
問
合
せ
＝
魚
沼
地
域
職
業
訓
練

セ
ン
タ
ー
（
☎
０
２
５
―
７
７
２

│

４
５
５
４
） 

　

　定額給付金・子育て応援特別手当
は、すでに約95％の世帯への支給が
終了しています。申請は９月18日㈮
までとなっていますが、世帯主から
の早めの申請をお願いします。申請
書が見当たらない人は事務局に問い
合わせてください。
●問合せ＝市定額給付金・子育て応
　援特別手当事務局　☎757-3691

ネ
オ
・
マ
レ
ー
半
島
、
ト
ラ
ッ
ク
諸

島
、
パ
ラ
オ
諸
島
、
ソ
ロ
モ
ン
諸
島
、

フ
ィ
リ
ピ
ン
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
、
沖
縄
、

台
湾
・
バ
シ
ー
海
峡
、
マ
ー
シ
ャ
ル

諸
島
、
ギ
ル
バ
ー
ト
諸
島
●
申
込
み

＝
㈶
新
潟
県
連
合
遺
族
会
（
☎
０
２

５
―
２
２
３
―
５
４
０
１
）
●
問
合

せ
＝
㈶
日
本
遺
族
会
事
業
課
事
業
係

（
☎
03

│

３
２
６
１

│

５
５
２
１
）

を
は
じ
め
、
交
通
や
環
境
・
防
災
な

ど
さ
ま
ざ
ま
な
対
策
の
重
要
な
基
礎

資
料
と
し
て
活
用
さ
れ
ま
す
。
県
知

事
か
ら
任
命
さ
れ
た
調
査
員
が
６
月

中
旬
よ
り
市
内
全
域
で
調
査
活
動
を

行
い
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。
●
問
合
せ
＝
総
務
課
文
書

統
計
係
（
☎
７
５
７
―
９
９
１
３
）

お
願
い
し
ま
す
。
●
問
合
せ
＝
十
日
町

地
域
振
興
局
地
域
整
備
部
維
持
管
理

課
（
☎
７
５
７
―
５
２
０
３
）
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お知らせ・ガイド 十日町・川西・中里地域と松代・松之山地域間の☎には市外局番 025 が必要です



学
校
の
田
植
え
で
田
枠
こ
ろ
が

し
を
し
ま
し
た
。
転
ん
で
し
ま
う

人
も
い
て
田
植
え
は
大
変
で
し
た

が
、
白
い
服
と
田
枠
を
う
ま
く
彫

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

小
堺
樹み
き

生お

さ
ん（
６
年
）たいへんだった田植え

　

い
っ
ぱ
い
は
い
れ

　
　
　
　
　
　

た
ま
い
れ

中村寧
しず

久
く

さん（１年）
運動会の玉入れの練習をしました。玉入れのかごを大きくうまく描けました。今度の日曜日（５月31日）の運動会が楽しみです。

　

楽
し
い
海
へ　

Ｇ
Ｏ

カメやアンコウ、ウツボが海の中で
楽しく遊んでいる様子を想像して描きま
した。版画で魚を作るのを工夫しました。
夏が来たらいっぱい海に行きたいです。

　

キ
ョ
ロ
ロ
の
い
き
も
の
を

　
　
　
　
　
　

つ
か
ま
え
た

柳　翔
しょう

也
や

さん（２年）

学校の勉強でキョロロに行き、田

んぼの生き物を探しました。おたま

じゃくしややごがいました。おたま

じゃくしを大きくうまく描けました。

家
の
近
く
の
公
園
で
遊
ん
で
い

る
と
き
、
飛
ん
で
い
る
小
鳥
と
競

争
し
た
こ
と
を
版
画
で
作
り
ま
し

た
。
鳥
の
羽
を
本
当
に
飛
ん
で
い

る
よ
う
に
し
ま
し
た
。

坂
井
進し
ん

悟ご

さ
ん（
３
年
）

小鳥ときょうそう

■ 人　口  60,957人（－53） 男  29,835人（－33）  女  31,122人（－20）
■ 世帯数  19,971世帯（－12） ５月末現在（　）は前月からの増減市民の動き

48

松
代
小
学
校

本柳翔梧
ご

さん（４年）
しょう

■ 人　口  60,957人（－53） 男  29,835人（－33）  女  31,122人（－20）

　

楽
し
か
っ
た
川
遊
び

武田涼馬
ま

さん（５年）

５年生全員で渋海川に行き、生き

物を探しました。エビを初めて見つ

けて、楽しかったです。魚は図鑑を

見ながら細かく描きました。

りょう
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